
下野市職員採用試験のご案内下野市職員採用試験のご案内

自治基本条例ニュースレター自治基本条例ニュースレター vol.４vol.４

TAKE FREE

2013.7  No.90

平成 25年 7月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations平成 25年 7月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations

77

「イチ、ニ、サン、シ」
大松山運動公園で毎朝元気にラジオ体操が行われています
「イチ、ニ、サン、シ」
大松山運動公園で毎朝元気にラジオ体操が行われています



自治基本条例ニュースレター vol.4
自 分 た ち で「 市 の 憲 法 」 を 作 ろ う ！

発行　下野市自治基本条例検討委員会

　

5
月
25
日
㈯
国
分
寺
公
民
館
に

お
い
て
、
市
民
や
議
員
、
市
職
員

な
ど
総
勢
１
２
０
人
が
参
加
し
た

自
治
基
本
条
例
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
自
治
基

本
条
例
検
討
委
員
会
の
委
員
に
よ

り
企
画
・
運
営
さ
れ
、「
市
民
の
力

で
―
な
ん
て
っ
た
っ
て
あ
な
た
が

主
役
!!
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
現

在
検
討
を
行
っ
て
い
る
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
、
3
月
に
中
間
報

告
と
し
て
ま
と
め
た
内
容
の
説
明

な
ど
、
3
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
踏
ま
え
、
8
月
の
自
治
基
本
条

例
最
終
報
告
に
向
け
て
、
さ
ら
に

検
討
を
重
ね
ま
す
。

　第2部　検討経過と中間報告の説明

　第1部　基調講演　地方分権改革と自治基本条例

自治基本条例
市民フォーラムを
開催しました！

主役!!主役!!

　

第
2
部
で
は
、

検
討
委
員
会
で

こ
れ
ま
で
14

回
に
わ
た
っ
て

検
討
し
て
き
た

内
容
に
つ
い
て
、

委
員
に
よ
る
広

報
チ
ー
ム
で
作
成
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
使
っ

て
経
過
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

学
生
や
市
民
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
会
で
交

わ
し
た
意
見
を
も
と
に
し
て
条
例
検
討
を
行
っ
て

き
た
こ
と
、
今
後
は
市
民
の
誰
も
が
「
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
来
場
者
に
向
け
て
市
民
の
参
加
を

熱
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
中
間
報
告
の
説
明
で
は
、「
子
ど
も
の
参

画
」
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
育
成
と
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
の
機
会
を
作
る
こ
と
を
目
指
し

た
こ
と
や
、
市
民
と
市
が
、
積
極
的
に
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
責
務
・
支
援
」
を
盛
り
込
ん
だ
こ

と
な
ど
中
間
報
告
の
主
要
な
経
過
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

第
1
部
の
基
調
講
演

で
は
、中
村
祐
司
氏
（
宇

都
宮
大
学
国
際
学
部
教

授
）
に
地
方
分
権
改
革

が
推
し
進
め
ら
れ
る
中

で
の
自
治
基
本
条
例
の

意
義
や
効
果
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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平成24年
6月 10月 11月

平成25年
3月 5月 7月 8月 9月以降 11月

GOAL!
3月

検討委員会
スタート

コンセプト
まとめ

部会別検討
スタート

中間報告の検討
（ 条例骨子案の
まとめ）

市民
フォーラム
開催

最終報告の
検討

最終報告 庁内委員会で
条例案作成

市民への説明会
パブリックコメ
ント実施

条例制定

　第3部　パネルディスカッション

●検討委員の声●
～私のつぶやき～

●検討委員の声●
～市民フォーラムを終えて～

　結婚を機に、県外からこのまち（下野市）に住むように
なり丸23年が経ちました。自分が住んでいるところだから、
できるだけ近所の人の名前や地名などを覚えたりしました。
子どもの成長と共に親同士のつながりが増えました。ボラ
ンティア活動や公民館講座等で知り合いも増えました。
　私にとって下野市は、実家より住みやすいまちになって
います。この自治基本条例によって、市民のみなさんが「下
野市に住んでよかった。」と思うようになって欲しいです。

･市民の一般参加者が少ない。
･もっと市民の方に参加してもらえるようＰＲしてほしい。
･パネルディスカッションは楽しかったが、自治基本条例
についてあまり理解ができなかった。
･内容は難しい面もあったが、いろいろな意見を聞くことが
できてよかった。
･パネルディスカッションを通じて具体的な話があり、理
解しやすかった。
･市民によって開催され、市民と行政、議会の距離が多少
縮まったのでは。
･市民が主役となったことがよかった。

「市民の力で―なんてったってあなたが主役!!」を
テーマに開いた市民フォーラムでは、結果的には
検討委員の想いを出せたと思いますが、自治基本
条例検討委員会の関係者の参加が多くを占めてお
り、残念に感じました。今後は、条例の策定検討
をもっともっと市民の方々にお知らせし、市民の
皆様の理解を深めていただける方法を考えなくて
はと思います。

市民の力で─　なんてったって あなたが市民の力で─　なんてったって あなたが

7月 8月

ココまできました

■今後の検討委員会スケジュール■
　7月 4日㈭ 午後2時　道の駅しもつけ
　7月 25日㈭ 午後2時　道の駅しもつけ
　8月 8日㈭ 午後2時　道の駅しもつけ

最終報告の検討に向けて、議論を進め
ます。検討委員会の会議はどなたでも
見学できます。
直接会場へお越しください。

　

第
3
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
中
間
報
告

ま
で
の
検
討
の
経
緯
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
な
ど
、
検
討
委

員
会
で
議
論
さ
れ
て
き
た
内
容

が
委
員
の
想
い
と
し
て
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

来場者アンケートより

検討委員会では、平成25年度中の条例制定を目指して、
最終報告に向けてさらに条例案などの検討を進めてまいります。

市民フォーラムのようすは、市ホームページから動画でご覧になれます。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp/hp/menu000010400/hpg000010304.htm このニュースレターは、私たち広報

チームが編集しました。

■問い合わせ先　総合政策課　☎（40）5550

市民の力で──市民の力で──

なんてったって
 あなたが主役!!

なんてったって
 あなたが主役!!

Shimotsuke
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平
成
26
年
４
月
１
日
に
採
用

予
定
の
市
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
試

験
案
内
に
よ
り
受
験
資
格
や
申

込
方
法
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■ 

試
験
案
内
・

申
込
書
の
請
求
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、

試
験
案
内
及
び
申
込
書
を
請
求

く
だ
さ
い
。

◇
直
接
請
求
す
る
場
合

　

総
務
課
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）

で
配
付
し
ま
す
。

◇
郵
送
請
求
す
る
場
合

　

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）

を
同
封
の
う
え
、
市
役
所
総
務

課
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
は
「
下

野
市
職
員
採
用
試
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ネ
ッ
ト
請
求
す
る
場
合

　

下
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.city

.
shim

otsuke.lg.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
試

験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
や
る
気
の
あ
る
皆
様
を
歓
迎

し
て
い
ま
す

　

下
野
市
人
材
育
成
基
本
方
針
の

も
と
、
下
野
市
で
は
、
新
時
代
に

求
め
ら
れ
る
職
員
像
と
し
て
、

〇 

時
代
や
状
況
の
変
化
を
読
み

取
り
な
が
ら
仕
事
を
進
め
る

職
員

〇 

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員

〇 

市
民
と
連
携
し
て
地
域
づ
く

り
の
で
き
る
職
員

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
お
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
総
務
課

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

　

☎（
40
）５
５
５
１

平
成
26
年
４
月
採
用

下
野
市
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

下野市職員採用

職　種 受験資格
採用
予定
人員

申し込み 第１次試験 第２次試験

一般事務

昭和58年4月2日から平成8年4
月1日までに生まれた方で高等学
校卒業（平成26年3月卒業見込み
者を含む。）以上の学歴を有する方

9名
程度

申込期間
7月16日（火）

～8月14日（水）

※土曜・日曜日は
除きます。

受付時間
午前8時30分～
午後5時15分

申込場所
総務課人事給与グ
ループ（国分寺庁
舎2階）

方法
直接または郵送（8
月14日（水）まで
の消印有効）

期日
9月22日（日）

試験場所
白鷗大学

試験内容
公務員として必要
な一般知識及び知
能について、択一
式による筆記試験
をどの職種にも共
通して行います。

合格発表
10月上旬

国分寺庁舎玄関前
及び市ホームペー
ジに合格者の受験
番号を掲示すると
ともに合格者へ通
知します。

期日、試験場所
第1次試験合格者
に通知します。

試験内容
作文試験

口述試験

適性検査

合格発表
11月中旬に、国
分寺庁舎玄関前及
び市ホームページ
に合格者の受験番
号を掲示するとと
もに合格者へ通知
します。

一般事務
（身体障がい者）

同上の受験資格を有し、身体障害
者手帳の交付を受けている方

1名
程度

土木技師

昭和58年4月2日から平成8年4
月1日までに生まれた方で、高等
学校卒業（平成26年3月卒業見込
み者を含む。）以上の学歴を有し、
土木工学に関する課程を修めた方
または修める見込みの方

1名
程度

保健師

昭和58年4月2日から平成4年4
月1日までに生まれた方で、保健
師資格を有する方または平成26年
3月までに保健師資格取得見込み
の方

1名
程度

管理栄養士

昭和58年4月2日から平成4年4
月1日までに生まれた方で、管理
栄養士資格を有する方または平成
26年3月までに管理栄養士資格取
得見込みの方

1名
程度

※採用予定者数は、平成25年度の退職者の状況によって採用人数を変更することがあります。

Shimotsuke
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自治会長紹介

■問い合わせ先　生活安全課　☎（40）5555

（敬称略）

平成 25 年度　自治会長

石
橋
地
区

石橋上町１区 髙山　国好

国
分
寺
地
区

駅前 荒山　栄

南
河
内
地
区

谷地賀上 大山　勝
石橋上町２区 清水　眞男 下町(1・2・3) 海老原　正知 谷地賀下 保坂　章夫
石橋上町３区 高倉　久 仲町 岡本　鉄男 下文狹 直井　武男
寿町 金田　英昭 小金井上町 川俣　一由 東田中 野口　忠
石町 萩野矢　正美 関根井 野沢　芳雄 西田中 黒川　吉男
旭町 中澤　幸弘 小金井北 野原　順子 地久目喜 髙橋　芳忠
本町１区 篠原　春夫 笹原 大越　勝夫 仁良川上 嶋﨑　博
本町２区 藤沢　修一 箕輪 岡田　康夫 仁良川下 篠原　正美
本町３区 野崎　征一 川東(1・2) 北野　保夫 祇園町 舘野　浩祥
本町４区 小林　経夫 泉町 野口　茂美 自治医大職員住宅 原　美和
本町５区 木村　てる子 川北（南・北） 伊沢　正 祇園一丁目北 佐伯　久夫
栄町１・２丁目 飯野　悦男 川南 横山　義見 祇園一丁目 高野　恵子
栄町３丁目 笠野　 幸男 川西 伊沢　勝一 祇園二丁目 勝呂　紀子
栄町４丁目１区 青木　重男 南国分 山田　洋充 祇園ダイアパレス 玉暉　昌良
栄町４丁目２区 吉葉　武夫 国分１ 近藤　雅道 ミラパセオ自治医大 永嶋　由美子
栄町４丁目３区 若林　幹雄 国分２ 近藤　隆之 祇園三丁目南 水上　美紀
栄町４丁目４区 下蔵　勝治 国分３ 戸沢　茂 祇園三丁目エルメゾン 藤田　美奈子
栄町４丁目５区 角田　充 紫 白石　保夫 祇園自治医大 関口　沙織
栄町４丁目６区 岩永　博美 旭ケ丘 坂本　英夫 祇園三丁目東 藤ヶ枝　尚子
上大領 伊沢　一夫 柴南１ 遠藤　正道 アーバンコンフォート 神田　五郎
中大領 橋本　光洋 柴南２ 松本　太郎 祇園四丁目 西村　さかえ
東前原 佐藤　敏 柴南３ 早瀬　智之 ＧＴ祇園五丁目 石川　むつみ
下大領 布施　五夫 柴南４ 古澤　利英 緑一丁目 山本　晃己
入の谷 橋本　明 柴南５ 小山　政雄 緑二丁目 平塚　繁
下石橋１区 黒川　正雄 柴南６ 諏訪　守 緑三丁目北 廣田　荘次郎
下石橋２区 吉田　宗司 柴北１ 山家　暁 緑三丁目南 渡辺　欣宥
富士見町 伊沢　勝男 柴北２ 山家　卓 緑四丁目北 会田　功
グンゼ社宅 横山　哲治 柴北３ 千葉　敏 緑四丁目南 黒川　円
第一雇用団地 水口　孝明 柴北４ 鈴木　勇 緑五丁目 海老原　徹
上古山１区 前　和雄 鈴苅町 海老原　智夫 緑五丁目南 木平　恵子
上古山２区 野口　武司 日出町 落合　正夫 緑六丁目 渋田　唯弘
上古山３区 青柳　敏明 丸野町 渋谷　正志 ＧＴ緑六丁目 鎌田　正信
上原 武田　光市 駅東 田村　志郎 本吉田北 後藤　正義
下古山１区 古徳　勝 医大前 高橋　秀明 本吉田南 秋山　賢夫
下古山２区 若松　健一郎 烏ケ森１東 根津　昭 絹板 髙山　弘
下古山３区 所　隆平 烏ケ森１西 善波　勉 絹板台 野村　守
通古山１区 猪瀬　富夫 烏ケ森２ 宮内　文雄 台坪山 須藤　茂
通古山２区 三輪　健治 あづま町 小川　善吉 的場 伊澤　義久
通古山３区 青木　啓造

南
河
内
地
区

下原 海老原　昭 上坪山 松本　三千雄
通古山４区 三浦　昭男 西区 菅沼　達夫 東根 谷田貝　傳
通古山５区 倉井　賢一 一丁目 野口　宏政 塚越 大塚　森雄
第二雇用団地 大塚　明彦 二丁目 五月女　斉 磯部 伊澤　源市
若林北部1区 滝澤　芳夫 三丁目 五月女　洪 川島 稲川　英男
若林北部２区 金澤　勝敏 四丁目 本多　満 上吉田 杉山　恒男
若林南 曽村　正志 五丁目 髙山　光弘 鯉沼 海老原　恒雄
下長田 梅山　文男 六丁目 野口　利男 三王山 広瀬　始
上台 高山　恒夫 日生団地 齊藤　出 西坪山 百武　亘
細谷 川中子　美隆 成田 小池　正夫
橋本南 安達　眞二 町田上 秋山　幸男
橋本北 上野　耕司 町田下 野沢　和久

地域で活躍している自治会長さんを紹介します

Shimotsuke
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５
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
予

選
会
に
お
い
て
、
低
学
年
男
子

の
部
で
、
嶋
田
和
也
（
薬
師
寺

小
４
年
）・
木
島
凛
翔
（
薬
師
寺

小
３
年
）
ペ
ア
が
５
位
に
入
賞

し
、
７
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る

関
東
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

両
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

竹
の
子
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
嶋
田
・
木
島
ペ
ア

関
東
大
会
出
場
！

人
権
擁
護
委
員
表
彰
を

受
賞

　

６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
25
年
度
栃
木
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
大
会
に
お
い
て
、
人

権
擁
護
委
員
の
４
名
の
方
が
人

権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及･

高
揚
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

■ 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
表
彰

　

曽
根　

洋
子
氏

■ 

宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
表
彰

（
感
謝
状
）

　

津
野
田　

久
江　

氏

　

布
袋
田　

正
孝　

氏

　

永
山　

登
志
子　

氏

○
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
地

域
の
皆
さ
ん
の
中
に
あ
っ
て
、

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害

が
起
き
な
い
よ
う
、
相
談
事
業

を
中
心
に
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
第
１
〜
３
週
の

月
曜
日
、
火
曜
日
、
金
曜
日
に

そ
れ
ぞ
れ
、
き
ら
ら
館
、
ゆ
う

ゆ
う
館
、
ふ
れ
あ
い
館
に
て
午

後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
常
設
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
相
談
も
可

能
で
す
。

吉
田
東
小
学
校

１
４
０
周
年
記
念

　

吉
田
東
小
学
校
は
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
記
念
日
の
６
月
１
日
、

そ
の
記
念
品
と
し
て
、
児
童

全
員
に
文
鎮
を
配
り
、
創
立

を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
恒
例
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
大
会
も
盛
大
に
行
わ
れ
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

古
き
良
き
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
地
域
・
保
護
者
と
の
連

携
協
力
の
も
と
、
組
織
力
を

生
か
し
て「
生

き
生
き
学
び

笑
顔
あ
ふ
れ

る
吉
東
小
」

を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
17
日
、
さ
い
た
ま
市
に

お
い
て
関
東
交
通
安
全
協
会
連

合
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
下
野
地

区
交
通
安
全
協
会
（
会
長　

奥

田
勉
氏
）
及
び
松
本
敏
輝
氏
が

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
地
区
交
通
安
全
協
会
は
、

交
通
安
全
意
識
の
普
及
向
上
の

積
極
的
な
活
動
の
功
績
に
よ
り

受
賞
し
た
も
の
で
す
。

　

松
本
敏
輝
氏
は
、
昭
和
52
年

か
ら
36
年
間
に
わ
た
り
交
通
指

導
員
と
し
て
児
童
に
対
す
る
交

通
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
交
通

安
全
の
た
め
の
献
身
的
な
活
動

の
功
績
に
よ
り
受
賞
し
た
も
の

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

吉東生77名
元気

いっぱいです。

140周年記念文鎮

左：奥田氏　右：松本氏
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ホ
タ
ル
観
賞
会
・

ホ
タ
ル
狩
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
１
日
、
柴
地
区
環
境

保
全
会
、「
ホ
タ
ル
・
カ
ワ

セ
ミ
」
の
会
及
び
東
方
台
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

に
よ
る
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
及

び
ホ
タ
ル
狩
り
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
及
び

け
ん
こ
う
広
場
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ホ
タ
ル
に
関

す
る
説
明
や
ク
イ
ズ
大
会
の

後
、
約
１
，
０
０
０
匹
の
ホ

タ
ル
の
成
虫
を
広
場
に
放
し
、

ホ
タ
ル
の
観
賞
と
ホ
タ
ル
狩

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
花
火
も
打
ち
上

げ
ら
れ
、
ホ
タ
ル
の
光
と
と

も
に
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

大
松
山
運
動
公
園
で
毎
朝

元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操
！

　

大
松
山
運
動
公
園
の
中
を

早
朝
散
歩
し
て
い
る
と
、
聞

き
慣
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
音

楽
が
流
れ
て
き
ま
す
。

　

だ
れ
で
も
無
料
で
参
加
で

き
る
こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、

毎
日
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現

在
で
は
１
か
月
の
参
加
者
が

１
，
６
０
０
人
を
超
え
る
月

も
あ
り
、
日
々
参
加
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か

ら
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。

こ
こ
で
新
し
い
顔
見
知
り
も

で
き
た
。
健
康
づ
く
り
と
見

守
り
を
ラ
ジ
オ
ひ
と
つ
で
気

軽
に
行
え
る
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
た
い
。」
と
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏

休
み
を
迎
え
、
子
ど
も
達
と

保
護
者
の
参
加
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

お
は
な
し
フ
ェ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
２
日
、
グ
リ
ム
の
館
で

「
第
16
回
グ
リ
ム
の
お
は
な
し

フ
ェ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
４
つ
の
お
は
な
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
紙
芝

居
や
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
グ
リ

ム
童
話
や
民
話
な
ど
の
お
は
な

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
近
隣
の
保
育
園
や

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
音

楽
発
表
、
わ
り
ば
し
鉄
砲
な
ど

を
つ
く
る
も
の
作
り
教
室
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
体
験
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栃
木
県
の
元
気
ニ
コ

ニ
コ
係
リ
ー
ダ
ー
〝
と
ち
ま
る

く
ん
〞
が
や
っ
て
き
て
、
ご
家

族
連
れ
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
と

ち
ま
る
く
ん
体
操
を
踊
り
、
会

場
は
笑
顔
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ
で

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
！

　

５
月
22
日
、
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
と
ち
ま
る
シ
ョ
ッ
プ

で
、
市
長
な
ど
が
参
加
し
、

市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

多
く
の
来
場
者
が
足
を
止

め
、
市
の
特
産
品
な
ど
を
手

に
し
ま
し
た
。
お
土
産
に
か

ん
ぴ
ょ
う
を
配
る
と
「
こ
れ

が
か
ん
ぴ
ょ
う
か
」
と
、
初

め
て
目
に
す
る
来
場
者
も
お

り
、
ま
た
栃
木
弁
が
懐
か
し

い
な
ど
、
同
郷
を
懐
か
し
む

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
栃
木
県
知
事

や
マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
、
カ
ン

ピ
く
ん
も
応
援
に
訪
れ
、
一

緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
あ
げ

ま
し
た
。

Shimotsuke
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納
税
は
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
ま
た
は

コ
ン
ビ
ニ
で
！

　
「
通
知
を
見
落
と
し
た
…
」「
納
付

書
を
し
ま
い
忘
れ
た
…
」
等
、
つ
い
、

う
っ
か
り
で
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
「
銀

行
や
市
役
所
が
開
い
て
い
る
時
間
に

納
付
に
行
け
な
い
…
」
等
、
忙
し
い

方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。（
バ
ー
コ
ー
ド
付

き
納
付
書
に
よ
る
納
付
で
納
期
限
内

に
限
り
ま
す
。）

■ 

口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

（
取
扱
金
融
機
関
）

　

足
利
銀
行
、栃
木
銀
行
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
宇
都
宮
農
業
協
同
組
合
、
小

山
農
業
協
同
組
合
、
足
利
小
山
信
用

金
庫
、
三
井
住
友
銀
行
（
三
井
住
友

銀
行
は
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
除
く
）

※
お
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
の

窓
口
に
口
座
振
替
依
頼
書
（
市
内
の

取
扱
金
融
機
関
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

市
税
の
納
付
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
は
納
期
限
内
に
納
付
を
！

　

市
が
提
供
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は
市
税
が
主
な
財
源
の
一
つ
で
す
。
市
税
の
滞
納
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
何
よ
り
納
期
内
に
税
金

を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大
多
数
の
方
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
の
納
期
限
は
納
税
通
知
書
、
広
報
し
も
つ
け
平
成
25
年
5
月
号
17
頁
ま
た

は
行
政
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
給
与
・
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
場
合
は
納
期
が
異
な
り
ま
す
。

■
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
例

産業の振興

ほ場整備、農業振興、中
小企業制度融資・促進、
商工業振興、観光

総務・議会

住民記録、戸籍、各種
証明、議会、選挙、自
治会、デマンドバス

消防・防犯

消防、消防団、防犯対策、
災害対策

教育・文化

小中学校、図書館、公
民館、生涯学習、文化
財

保健・衛生

健康診断、医療費助成、
予防接種、各種福祉、
ごみ処理

土木

道路整備・維持管理、
公園、区画整理、下水
道

市税の納め忘れはありませんか？

市町村税徴収強化月間 2013 夏

STOPSTOP!!  滞納 滞納
～あなたの税が未来

を拓く～
～あなたの税が未来

を拓く～

Shimotsuke
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　災害、盗難、事業の廃止、病気等、やむを得ない事情により、一時的に納付が困難な場合は相談してください。
　状況をお聞きしたうえで徴収の猶予や分割納付をすることができる場合があります。滞納になる前に税務課に納
税相談をしてください。

【　注　　　意　】
　納税ができない理由や原因が「住宅ローン（個人資産の形成）」「不相応・高額な物品等の購入によるローン」「収
入に見合わない生活の維持・浪費」「ギャンブル等」等の場合は「やむを得ない事情」にはなりません。
　収支の見直しや返済先への期間延長等の申し出、債務整理など、市に相談する前にあなた自身ができることが
あるはずです！

■納税相談・問い合わせ先　　税務課　収納グループ　☎（40）５５５４

Ｑ  ：
納
付
し
た
の
に
督
促
状
が
届
い
た
。

Ａ  ：
督
促
状
の
発
送
は
、
納
付
か
ら
確
認
ま

で
の
日
数
を
考
慮
し
て
納
期
限
か
ら
10

日
程
度
経
過
し
て
か
ら
処
理
を
は
じ
め

ま
す
。
納
期
限
後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、

実
際
に
発
送
す
る
ま
で
（
毎
月
20
日
頃
）

に
納
付
が
確
認
で
き
れ
ば
発
送
を
止
め

ら
れ
ま
す
が
、
発
送
の
直
前
や
数
日
前

に
納
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
納
付
の
確

認
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
督
促
状
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
の
印
刷
や
発
送

に
も
経
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

Ｑ  ：
納
税
相
談
を
し
て
分
割
納
付
し
て
い
る

の
に
督
促
状
、
催
告
書
が
届
い
た
。

Ａ  ：
事
前
に
納
税
相
談
を
し
て
分
割
納
付
を

し
て
い
る
場
合
で
も
、
本
来
の
納
期
限

に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
法
律
に
基
づ

く
督
促
状
は
発
送
し
ま
す
。
ま
た
滞
納

が
あ
る
か
ぎ
り
催
告
書
も
基
本
的
に
発

送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ  ：
債
務
整
理
に
つ
い
て
弁
護
士
に
相
談

し
た
結
果
、
月
数
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

納
税
ま
で
手
が
回
ら
な
い
。

Ａ  ：
債
務
整
理
の
際
に
滞
納
税
を
債
務
と
し

て
含
め
ま
し
た
か
？
含
め
ず
に
債
務
整

理
を
し
た
場
合
は
、
市
に
と
っ
て
、
そ

の
債
務
整
理
は
適
正
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
あ
ら
た
め
て
弁
護
士
等
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ  ：
会
社
が
倒
産
し
て
失
業
し
た
。
収
入
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
市
県
民
税
を
納
付
で

き
な
い
。

Ａ  ：
市
県
民
税
は
前
年
中
の
所
得
に
対
し
て

課
税
さ
れ
る
た
め
、
失
業
等
に
よ
り
突

発
的
に
収
入
が
減
少
し
た
場
合
で
も
基

本
的
に
税
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
財
産
・
収
入
状
況
や
就
業
状
況
に
よ

り
徴
収
の
猶
予
や
分
割
納
付
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ  ：
ロ
ー
ン
や
借
入
金
返
済
の
た
め
納
税
で

き
な
い
。

Ａ  ：
住
宅
ロ
ー
ン
は
個
人
資
産
の
形
成
で
す
。

ま
た
所
得
に
比
べ
て
不
相
応
な
物
品（
貴

金
属
類
、高
級
自
動
車
等
）の
購
入
、ギ
ャ

ン
ブ
ル
や
浪
費
に
よ
る
借
入
は
ご
自
身

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
べ
き
も
の
で

す
。
税
は
法
律
に
基
づ
い
て
公
正
・
公

平
に
課
税
・
負
担
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

個
人
債
務
の
返
済
は
納
税
に
優
先
し
ま

せ
ん
。

Ｑ  ：
国
民
健
康
保
険
は
子
供
が
加
入
し
て
い

る
も
の
な
の
で
、
世
帯
主
で
あ
る
自
分

は
納
め
な
い
。

Ａ  ：
国
民
健
康
保
険
税
は
加
入
者
の
い
る
世

帯
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
。
ご
家
庭
内
の
事
情
は
納
税
と
は
無

関
係
な
の
で
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
、

負
担
に
つ
い
て
は
ご
家
族
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

納
め
忘
れ
る（
滞
納
す
る
）と
…

■
滞
納
整
理
の
な
が
れ

※
納
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
き
は
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平

性
を
図
る
た
め
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
地
方
税
法
第
３
２
６
条
等
）

○
延
滞
金
の
計
算
方
法

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
ま
で
の
期
間

に
応
じ
て
納
期
限
後
１
か
月
以
内
の
期
間

は
年
７
・
３
％
ま
た
は
特
例
基
準
割
合（
前

年
の
11
月
末
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
第
15

条
第
１
項
第
1
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
る
商
業
手
形
の
基
準
割
引
率
に
年
４
％

の
割
合
を
加
算
し
た
も
の
）
の
い
ず
れ
か

低
い
割
合
、
1
か
月
を
経
過
後
の
期
間
は

年
14
・
６
％
の
割
合
で
計
算
し
た
延
滞
金

を
本
税
額
に
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

市町村税徴収強化月間

納　

期　

限

20
日
以
内

10
日
経
過

完　

納

未　

納

督　

促　

状　

送　

付

（
地
方
税
法
第
３
２
９
条
等
）

※
督
促
手
数
料
１
０
０
円
が
つ
き
ま
す
。

差　

押

（
地
方
税
法
第
３
３
１
条
等
）

こんな時には、まず相談を！

納
税
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ（
相
談
事
例
）

Shimotsuke
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ひ
と
り
親
家
庭

　
　（
母
子
・
父
子
家
庭
等
）の
た
め
に

児
童
扶
養
手
当

遺
児
手
当

ご存知
ですか？

　

離
婚
・
死
亡
・
遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

そ
の
目
的
は
、ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の

安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

◎
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
？

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
児
童
、ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
程
度
の

障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童
）を
監
護
し
て

い
る
父
、母
、ま
た
は
、父
も
し
く
は
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

◎
支
給
要
件 

･
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
に
あ
る

　

児
童

･
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　

児
童

･
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

　

て
い
る
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

　

護
命
令
を
受
け
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

　

い
る
児
童

･
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

･
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

◎
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

　

次
の
項
目
以
外
に
も
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

児
童
が
・・・

･
父
ま
た
は
母
の
死
亡
で
支
給
さ
れ
る
公

　

的
年
金
ま
た
は
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
と
き

･
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
た
り
、里
親

　

に
預
け
ら
れ
た
と
き

･
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

　

の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

父
、母
又
は
養
育
者
が
・・

･
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
と
き

･
婚
姻
の
届
け
出
は
し
な
く
て
も
、事
実
上

　

の
婚
姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）が
あ
る

　

と
き

◎
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

受
給
資
格
者
ま
た
は
同
居
の
扶
養
義
務

者（
受
給
資
格
者
の
父
母
・
祖
父
母
・
子
・
兄

弟
等
）の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
限
度
額
以

上
で
あ
る
場
合
は
、所
得
制
限
に
よ
り
、そ

の
年
度（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）の
手

当
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、受
給
者
が
父
母
等
の
親
族
と
同
居

し
て
い
る
場
合
で
も
、親
族
の
所
得
に
よ
っ

て
は
、手
当
が
支
給
さ
れ
る
要
件
に
合
致
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
年
度
更
新
は
８
月
の

た
め
、新
た
に
所
得
限
度
額
以
下
に
な
る
場

合
は
、７
月
中
に
新
規
の
認
定
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。審
査
の
う
え
認
定
さ
れ

れ
ば
８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

■児童扶養手当の支給月額
　（平成25年度　8月から9月分）

対象
児童数 全部支給 一部支給

1人 41,430円

46,430円2人

3人～

所得に応じて
41，420円～9，780円

児童1人の手当額に
5,000円加算した額

児童1人増すごとに
3,000円加算した額

児童福祉課　☎（52）1114
■問い合わせ先

児童扶養手当・遺児手当

Shimotsuke
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◎
支
給
額
の
変
更（
10
月
か
ら
）

　

現
在
の
児
童
扶
養
手
当
額
は
、毎
年
の
消

費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額

を
改
定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
措
置
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、平
成
12
年
度
か
ら

14
年
度
に
か
け
て
物
価
が
下
落
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、特
例
措
置
に
よ
り
マ
イ
ナ
ス

の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
行
わ
ず
金
額
を
据
え

置
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、現
在
の
手
当
額

は
、本
来
の
手
当
額
よ
り
も
１
．７
％
高
い

特
例
水
準
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、特
例
水
準
を
段
階
的
に
解
消
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
た
め
、平
成
25
年
10
月

か
ら
の
手
当
額
が
上
の
表
の
と
お
り
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
親
ま
た
は
父
母
の
一
方
が
死
亡
し
て

遺
児
と
な
っ
た
義
務
教
育
終
了
前（
中
学
校

卒
業
前
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、

児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
手
当
支
給
要
件

　

日
本
国
民
で
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

･
父
母
の
一
方
が
死
亡
し
た
児
童
を
監
護

　

す
る
当
該
児
童
の
父
ま
た
は
母
で
、現
に

　

配
偶
者
を
有
し
な
い
方

･
父
母
の
一
方
が
死
亡
し
た
児
童
を
父
も

　

し
く
は
母
が
監
護
し
な
い
場
合
は
、当
該

　

児
童
を
養
育（
父
母
以
外
の
方
が
そ
の
児

　

童
と
同
居
し
て
、こ
れ
を
監
護
し
、か
つ
、

　

そ
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
を
い
う
）す

　

る
方
ま
た
は
当
該
児
童
を
養
育
す
る
方

　

が
い
な
い
場
合
は
、当
該
児
童
の
う
ち
年

　

長
の
方

･
父
母
が
死
亡
し
た
児
童
を
養
育
す
る
方

　

ま
た
は
当
該
児
童
を
養
育
す
る
方
が
い

　

な
い
場
合
は
、当
該
児
童
の
う
ち
年
長
の

　

方
◎
手
当
の
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
３
千
円

　

た
だ
し
、支
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

前
年
の
所
得
に
市
民
税
の
所
得
割
が
課
税

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
の
際
は
、必
ず
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

石
橋
庁
舎
児
童
福
祉
課
窓
口
に
認
定
請

求
書
及
び
戸
籍
謄
本
等
の
添
付
書
類
を
ご

提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
の
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談

を
。

○
乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
関
し
て
相
談

し
た
い

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
乳
幼

児
期
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
み
な
さ

ん
の
交
流
の
場
で
す
。育
児
不
安
等
に
つ

い
て
の
相
談
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

･
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

　

☎（
43
）１
２
３
３（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

･
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

　

☎（
48
）５
５
３
０（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

･
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　

☎（
39
）６
３
０
５（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

○
母
子
家
庭
に
関
し
て
相
談
し
た
い

　

母
子
自
立
支
援
員
兼
婦
人
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
方
の
自
立
に
必

要
な
情
報
提
供
、職
業
能
力
の
向
上
や
就

職
活
動
、母
子
福
祉
貸
付
に
関
す
る
こ
と 

■
相
談
日
時

  

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

■
相
談
方
法

  

市
役
所
石
橋
庁
舎
児
童
福
祉
課
へ
来

庁
ま
た
は
電
話
。な
お
、来
庁
さ
れ
る
場

合
は
、事
前
に
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

児
童
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
４

遺
児
手
当

両
手
当
の
手
続
き
は
？

■特例水準の解消による児童扶養手当の支給月額
　（物価スライドが±0.0％の場合）

※児童2人以上の加算額は変更ありません。

特例水準（1.7％）の解消率

特例水準の解消時期

児童扶養
手当の額

全部支給

一部支給

変更後の最初の振込み月

24年4月～ 25年10月～ 26年4月～ 27年4月～

24年8月 25年12月 26年8月 27年8月

－ ▲0.7% ▲0.7% ▲0.3%

41,430円

41,420円
～9,780円

41,130円
～9,710円

40,840円
～9,640円

40,720円
～9,610円

41,140円 40,850円 40,730円

子
育
て
ミ
ニ
情
報
！

児童扶養手当・遺児手当
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国民年金
だより

■問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074 / 4134

付
加
年
金
と
は
？

　

第
1
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者

が
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス

し
て
納
付
す
る
と
、老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で

す
。

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加
入
者
、ま
た

そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
第
3
号
被
保

険
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、農
業
者

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
必
ず
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方

は
い
つ
で
も
任
意
の
時
に
申
し
出
て
そ
の

納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
場

合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
額
は
？

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円
に
な
り
、

受
給
額
は
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
に
な
り
ま
す
。

※
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
10
年
間

（
1
2
0
月
）納
付
し
た
場
合
は
、

　

付
加
保
険
料（
納
付
額
）は
、4
0
0
円
×

10
年（
1
2
0
月
）＝
４
８
，０
０
０
円

　

付
加
年
金
額（
受
給
額
）は
、2
0
0
円
×

10
年（
1
2
0
月
）＝
２
４
，０
０
０
円（
年

額
）と
な
り
、付
加
年
金
を
2
年
間
受
給
す

る
と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

（
注
）右
記
の
付
加
年
金
額
は
、65
歳
か
ら
受

給
し
た
場
合
の
年
金
額
で
す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
際
の
注
意

 

・
付
加
年
金
は
、申
し
込
み
の
日
か
ら
加
入

と
な
り
ま
す
。

 

・
付
加
保
険
料
は
、納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

納
付
で
き
ま
せ
ん
。納
付
期
限
は
翌
月
の
末

日（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）で

す
。

 

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、付
加

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、物
価
ス
ラ
イ

ド（
増
額
・
減
額
）は
あ
り
ま
せ
ん
が
、老
齢

基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
請
求
し
た
場

合
は
、付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額

率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま

す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
に
は

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、年
金
手
帳
と

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、各
庁
舎
市
民
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
と
は

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
取
る
た
め
に
は
、25

年
以
上
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
や
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
、猶
予

さ
れ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。こ

の
25
年
に
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

が
受
給
資
格
期
間
と
し
て
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
期
間
が
あ
り
ま
す
。こ
の
期
間
は
カ

ラ
期
間（
合
算
対
象
期
間
）と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。主
な
カ
ラ
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
昭
和
61
年
4
月
1
日
以
後
の
期
間

 

・
日
本
人
で
あ
っ
て
海
外
に
居
住
し
て
い

た
期
間
の
う
ち
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
※

 
・
平
成
3
年
3
月
ま
で
の
学
生（
夜
間
制
、

通
信
制
を
除
き
、年
金
法
上
に
規
定
さ
れ
た

各
種
学
校
を
含
む
）で
あ
っ
て
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
※

 

・
第
2
号
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
、20
歳
未
満
の
期
間
ま
た
は
60

歳
以
上
の
期
間

●
昭
和
36
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
61
年
3

月
31
日
ま
で
の
期
間

 

・
厚
生
年
金
保
険
、船
員
保
険
及
び
共
済
組

合
の
加
入
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

 

・
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の
脱
退
手
当

金
を
受
け
た
期
間
ま
た
は
共
済
組
合
の
退

職
一
時
金
を
受
け
た
期
間（
昭
和
61
年
4
月

か
ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
月
ま
で
の
間

に
免
除
期
間
を
含
む
保
険
料
納
付
済
期
間

が
あ
る
人
に
限
る
）

 

・
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
日
本

国
籍
を
取
得
し
た
方
、ま
た
は
永
住
許
可
が

さ
れ
た
方
の
取
得
・
許
可
前
の
期
間
で
あ
っ

て
昭
和
56
年
12
月
ま
で
の
在
日
期
間
※

※
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間
に
限
り

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
カ
ラ
期
間
と
な
る
期
間
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、カ
ラ
期
間
は
年
金
の
未
加
入
期
間

と
な
っ
て
お
り
、日
本
年
金
機
構
に
は
そ
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、ご
本
人
の

申
し
出
に
基
づ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

付
加
年
金
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

年
金
を
正
し
く
受
給
す
る

　

た
め
の
ミ
ニ
知
識

年
金
を
正
し
く
受
給
す
る

　

た
め
の
ミ
ニ
知
識

国民年金だより
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〝
と
ち
ぎ
発
〞ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
ア
ク
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

下
野
市
環
境
基
本
計
画

（
概
要
版
）を

配
布
し
ま
し
た
！

環
境
ブ
ー
ス
へ
の

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
で
！

　

家
族
み
ん
な
で
節
電
・
省
エ

ネ
・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
実

践
！

　

栃
木
県
で
は
、日
常
生
活
の
中

で
取
り
組
め
る
節
電
・
省
エ
ネ
・

温
暖
化
防
止
活
動
を
具
体
的
に

紹
介
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

を
作
成
・
配
布
し
、県
民
の
皆
さ

ん
に
実
践
を
呼
び
か
け
る「〝
と

ち
ぎ
発
〞ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
ア
ク

シ
ョ
ン
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
方
法

　

ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
入
手

し
、シ
ー
ト
記
載
の
20
項
目（
例
：

冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を
適
正
に
。

な
ど
）を
実
践
し
、１
週
間
分
の

取
組
結
果
を
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

■
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
入
手

方
法

　

環
境
課
、栃
木
県
小
山
環
境
管

理
事
務
所
、栃
木
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
配

付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、栃
木
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

（　

http://w
w
w
.pref.tochigi.l

g.jp/d02/eco/kankyou/onda
nka/stop_ondanka_action.ht
m
l

）
■
取
組
結
果（
チ
ャ
レ
ン
ジ
報
告

書
）の
提
出

　

10
月
15
日
ま
で
に
ア
ク

シ
ー
ト
を
栃
木
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ

い
。（
学
校
な
ど
団
体
単
位
で
取

り
組
ん
だ
場
合
は
、依
頼
に
基
づ

き
回
収
に
伺
い
ま
す
。）

　

ま
た
栃
木
県
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
力
で
き
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
方
に
は
抽

選
で
記
念
品
が
当
た
る
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
ア

ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

栃
木
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
１
０
１

　

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
基
本

計
画
」の
策
定
に
伴
な
い
、概
要

版
を
各
戸
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
環
境
基
本
計
画

に
基
づ
き
、市
民
、市
民
団
体
、事

業
者
、市
が
自
ら
の
役
割
を
理
解

し
、協
働
の
も
と
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
本
計
画
を
推

進
す
る
た
め
の
体
制
と
し
て
、

「（
仮
称
）し
も
つ
け
環
境
市
民
会

議
」を
設
立
す
る
た
め
、現
在
設

立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
で
は「（
仮
称
）し
も
つ
け
環

境
市
民
会
議
」の
設
立
に
先
立

ち
、今
年
度
、情
報
発
信
や
環
境

交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、運
営
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
の
で
、参
加
希

望
の
方
は
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。主
な
内
容

は
、市
主
催
の
環
境
ブ
ー
ス
の
運

営
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、「
下
野
市
環
境
美
化

条
例
」に
よ
り
、空
き
缶
や
タ
バ

コ
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
止
し
て
い

ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
は
不
法
投
棄
で
あ

り
、犯
罪
で
す
。ま
た
、歩
き
タ
バ

コ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
、火

傷
や
火
災
の
原
因
と
な
る
非
常

に
危
険
な
行
為
で
す
。ご
み
は
責

任
を
持
っ
て
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
、タ

バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
吸

い
ま
し
ょ
う
。　

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

シ
ョ
ン

問
1

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

か
ん
ぴ
ょ
う
は
何
の
実
か
ら
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

①
あ
さ
が
お　

②
ひ
る
が
お　

③
ゆ
う
が
お
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生
ご
み
の
水
切
り
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

ス
ズ
メ
バ
チ
に
注
意
！

早
め
の
駆
除
を
!

あ
な
た
の
犬
・
ね
こ
が

ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る

た
め
に

環
境
美
化
県
民
運
動

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ン
プ
ル
調
査

■「
ふ
ん
」の
処
理
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
！

･
散
歩
中
は「
ふ
ん
」を
片
付
け
る

道
具
を
携
帯
し
、自
宅
で
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。他
人
の
土
地
や
道

路
、公
園
な
ど
を
汚
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

･
ね
こ
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意

し
、決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

･
散
歩
の
時
も
、リ
ー
ド（
引
き

綱
）を
付
け
ま
し
ょ
う
。

･
ね
こ
は
、ご
近
所
へ
の
ふ
ん
尿

等
の
被
害
防
止
又
は
交
通
事
故
や

感
染
症
の
危
険
か
ら
守
る
た
め
、

屋
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■「
鳴
き
声
」に
注
意
し
ま
し
ょ

う
！

･
犬
の
無
駄
吠
え
は
、ご
近
所
へ

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。吠
え
る
原

因
を
つ
き
と
め
、散
歩
さ
せ
る
な

ど
、犬
の
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く

こ
と
が
必
要
で
す
。場
合
に
よ
っ

て
は
、獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

５
月
26
日
に
環
境
美
化
県
民
運

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
、多
く
の
自
治
会
や
事

業
所
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、ま
た
、収
集
し
た
ご
み
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、引
き
続
き
市
内
の

環
境
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
市
内
の
参
加
団
体
数

　
（
都
合
に
よ
り
26
日
以
外
に
実

施
し
た
団
体
も
含
む
）　　

･
1
0
2
自
治
会

（
参
加
人
数
7
，3
3
4
人
）

･
34
事
業
所（

参
加
人
数
5
7
1
人
）

　

市
環
境
課
で
は
、ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
環
境
美
化
と
ご
み
の

分
別
徹
底
を
更
に
図
る
た
め
、ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
巡
回
及
び

ご
み
袋
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
美
化
と
分
別
排
出
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
ご
み
が
重
く
な
る
大
き
な

理
由
と
し
て
は
食
べ
残
し
が
多

い
こ
と
と
、水
分
が
よ
く
切
れ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
の
重
さ
を
少
な
く
す
る

と
・・・

①
ご
み
収
集
の
効
率
が
向
上
し

ま
す
。

②
燃
や
す
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
節
約
で
き
る
な
ど
の
効
果
が

あ
り
、ゴ
ミ
の
減
量
化
の
促
進
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、駆
除
業
者
に
よ
り
ス

ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
方

に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
額 　
　

 

　

駆
除
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１（
上
限
１
万
円
。１
０
０
円

未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
。）

■
添
付
書
類　
　
　
　

･
駆
除
に
要
し
た
費
用
の
領
収
書

･
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
位
置
図

･
写
真（
駆
除
前
と
駆
除
後
）

･
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
書
類

■
申
請
先

　

駆
除
後
、添
付
書
類
を
添
え

て
、環
境
課
ま
た
は
市
民
課
南
河

内
窓
口
・
市
民
課
石
橋
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
駆
除
業
者　
　
　
　

　

市
内
で
主
に
駆
除
を
行
っ
て

い
る
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

･（
株
）県
南
環
境 

　
　

☎（
44
）２
５
１
８

　

･（
株
）ス
マ
イ
テ
ッ
ク

　
　

☎（
44
）９
６
１
８

　

･
マ
コ
ト
技
研（
株
）

　
　

☎（
53
）５
４
３
４

※
市
内
外
問
わ
ず
右
記
以
外
の

業
者
で
も
、補
助
対
象
と
な
り
ま

す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

正
解
は
③

ゆ
う
が
お
で
す
。
か
ん
ぴ
ょ
う
は
ゆ
う
が
お
の
実
か
ら
で
き
ま
す
。
市
の
花
も
ゆ
う
が
お
の
花
で
す
。
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騒
音
に
つ
い
て

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご
み

の
出
し
方
の
お
願
い
！

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

節
電
の
お
願
い

て
炊
い
て
、冷
蔵
庫
に
保
存
し
ま

し
ょ
う
。　　
　
　

 

↓
２
％
削
減

･
電
源
を
切
る
際
は
主
電
源
を

切
り
、長
時
間
使
用
し
な
い
機
器

に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、待
機
電
力
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

↓
２
％
削
減

　

消
費
電
力
の
大
き
い
電
気
製

品
は
、平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
８
時
を
避
け
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

■
エ
ア
コ
ン

･
室
温
は
28
℃
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。（
設
定
温
度
を
２
℃
上

げ
た
場
合
）          

↓
10
％
削
減

･「
す
だ
れ
」や「
よ
し
ず
」な
ど

で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ

ま
し
ょ
う
。          

↓
10
％
削
減

･
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ

ン
を
消
し
て
扇
風
機
を
使
い
ま

し
ょ
う
。　　
　
　

 

↓
50
％
削
減

※
除
湿
運
転
や
エ
ア
コ
ン
の
頻

繁
な
オ
ン
オ
フ
は
電
力
の
増
加

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
冷
蔵
庫

･
冷
蔵
庫
の
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
変
え
、扉
を
開
け
る
時
間

を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、食
品
の

詰
め
込
み
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
。　　
　
　

 

↓
２
％
削
減

■
そ
の
他

･
テ
レ
ビ
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に

設
定
す
る
と
と
も
に
画
面
の
輝

度
を
下
げ
、必
要
な
時
以
外
は
消

し
ま
し
ょ
う
。　　

 

↓
２
％
削
減

･
炊
飯
器
の
使
用
は
早
朝
に
タ

イ
マ
ー
機
能
で
１
日
分
ま
と
め

　

自
分
に
と
っ
て
気
に
な
ら
な

い
音
も
、周
り
の
人
に
は
、騒
音

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
、気
配

り
で
、や
さ
し
い
音
環
境
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
レ
イ
ア
ウ
ト
に
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

　

機
械
の
設
置
場
所
、開
口
部
の

位
置
等
に
よ
り
、周
囲
に
聞
こ
え

る
音
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
機
械
の
点
検
整
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

機
械
は
、一
般
的
に
古
く
な
っ

て
く
る
と
音
が
大
き
く
な
り
ま

す
。点
検
整
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
時
間
帯
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
早
い
時
間
や
夕
方
以
降
な

ど
、作
業
時
間
帯
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
機
械
以
外
の
音
に
も
配
慮
し

ま
し
ょ
う
。

　

工
場
等
か
ら
発
生
す
る
音
と

し
て
、搬
出
入
時
の
作
業
音（
車

両
の
音
）や
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉

音
な
ど
が
あ
り
ま
す
。不
用
な
ア

イ
ド
リ
ン
グ
や
空
ぶ
か
し
を
止

め
た
り
、シ
ャ
ッ
タ
ー
や
ド
ア
の

開
け
閉
め
に
も
注
意
を
払
う
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ご
近
所
と
の
お
つ
き
あ
い
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
隣
住
民
と
の
日
頃
か
ら
の

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
確
保
等
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

花
火
を
ご
み
と
し
て
出
す
と

き
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

■
南
河
内
地
区
・
国
分
寺
地
区
の

方
へ

　

使
い
終
わ
っ
た
花
火
を
ご
み

と
し
て
出
す
と
き
は
、必
ず
分
別

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。木
や
紙

で
で
き
た
も
の
は「
燃
や
せ
る
ご

み
」の
日
に
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
も
の
は「
不
燃
ご
み
」の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
使
っ
て
い
な
い
花
火

　

使
っ
て
い
な
い
花
火
を
ご
み

と
し
て
出
す
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。焼
却
場
の
破
損
や
、火

災
の
原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ
て
く

だ
さ
い
』情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
ま
す
〉

・
石
橋
高
校
ジ
ャ
ー
ジ（
Ｌ
）・
キ
ャ
ッ
ト

フ
ー
ド
・
南
河
内
第
２
中
白
体
操
着
・
サ

ッ
カ
ー
パ
ン
ツ（
ア
シ
ッ
ク
ス
白
Ｓ
）・

洋
た
ん
す（
木
調
）・
パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク

（
木
製
白
）・
リ
フ
レ
女
児
水
着
・
ブ
リ
タ

ニ
カ
英
語
教
材（
テ
ー
プ
と
本
）・
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
入
羽
子
板
・
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

入
破
魔
弓
・
ひ
な
人
形
・
ベ
ビ
ー
布
団
一

式
・
ベ
ビ
ー
服（
男
児
用
・
サ
イ
ズ
50
〜

60
）・
搾
乳
機
・
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー

（
1
5
5
セ
ン
チ
女
子
用
）・
ス
キ
ー
ブ

ー
ツ
・
ス
キ
ー
板
・
ス
ト
ッ
ク
付
き

（
1
6
0
セ
ン
チ
女
子
用
）・
ベ
ッ
ド（
シ

ン
グ
ル
サ
イ
ズ
）・
マ
ッ
ト
レ
ス（
シ
ン

グ
ル
サ
イ
ズ
）

〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

・
自
転
車（
24
イ
ン
チ
、16
〜
18
イ
ン
チ
）

・
幼
児
用
自
転
車（
女
児
用
・
手
押
棒
付
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
南
河
内
第
２
中

学
校
男
子
制
服
、ジ
ャ
ー
ジ（
上
下
一

式
）・
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
・
愛
泉
幼
稚
園
か

第
２
愛
泉
幼
稚
園
の
ブ
レ
ザ
ー（
１
２

０
）・
ス
ー
ツ（
女
児
用
1
2
0
）・
子
供

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
子
供
服（
1
1
0
〜

1
3
0
セ
ン
チ
）・
靴（
16
〜
20
セ
ン
チ
）

・
子
供
用
鉄
棒
・
第
２
愛
泉
幼
稚
園
の
体

操
着
・
お
ん
ぶ
ひ
も
・
リ
フ
レ
水
着

（
1
2
0
〜
1
3
0
）・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

・
プ
ラ
レ
ー
ル
・
リ
カ
ち
ゃ
ん
・
シ
ル
バ

ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
布
団

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
な
節
電
対
策

消
費
電
力
の
大
き
い
主
な
電
気
製
品

無理のない範囲で
節電にご協力ください
～エアコンの控えすぎに

よる熱中症に
ご注意ください～

問
2　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
特
産
品
で
あ
る
か
ん
ぴ
ょ
う
は
、
ゆ
う
が
お
の
実
か
ら
出
来
て
い
ま
す
が
、

ゆ
う
が
お
の
花
の
色
は
何
色
で
し
ょ
う
か
？
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石
橋
総
合
病
院
に

小
児
科
外
来
が
開
設

さ
れ
ま
し
た

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

申し込み
ＱＲコード

　

６
月
３
日
よ
り
、小
児
科
外
来

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。新
生
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
診
察
を
行
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、乳
幼
児
の
予
防

接
種
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。既
に
、「
平
成
25
年
度
下

野
市
こ
ど
も
の
予
防
接
種
の
ご

案
内
」等
を
お
持
ち
の
方
は
、こ

の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、加
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

小
児
科
外
来
は
別
棟
と
な
り

ま
す
。

　

正
面
玄
関
向
か
っ
て
右
側
と

な
り
ま
す
。

　

石
橋
総
合
病
院

　

☎（
53
）1
1
3
4（
代
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

市
で
は
、精
神
科
医
が
対
応
す

る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」を
実

施
し
ま
す
。相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
　
程

　

９
月
３
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
　
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
　
金　

無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、相

談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、お
子
さ
ん
の
離
乳
食
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。お

子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

７
月
16
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
10
時
）

■
場
　
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

平
成
24
年
12
月
・
平
成
25
年
１

月
生
ま
れ
の
、生
後
６
〜
７
か
月

児
を
持
つ
保
護
者

■
定
　
員

　

約
20
名（
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
）

■
内
　
容

･
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク
・
野
菜
料
理
の
試
食

（
調
理
は
し
ま
せ
ん
）

･
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
９
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
、Q
R
コ
ー
ド
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
は
、感
染
力
が
強
く
多

く
の
人
に
か
か
る
病
気
で
す
。就

職
や
入
学
の
条
件
に
、Ｍ
Ｒ
予
防

接
種
を
加
え
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、風
し
ん

は
、妊
婦
が
か
か
る
と
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
の
児
が
生
ま
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、ワ
ク
チ
ン
に
よ
り

予
防
で
き
ま
す
。お
子
さ
ん
の
感

染
予
防
と
、周
囲
へ
の
二
次
感
染

予
防
の
た
め
、予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。今
年
度
の
対
象
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者（
接
種
費
用
：
無
料
）

○
１
歳
：
生
後
12
月
か
ら
生
後
24

月
の
間

○
年
長
児
：
小
学
校
就
学
前
の
年

度
内

　

な
お
、中
学
１
年
生
と
高
校
３

年
生
へ
の
無
料
の
接
種
は
昨
年

度
で
終
了
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
白
】
あ
さ
が
お
と
は
反
対
に
夕
方
に
花
開
き
ま
す
。
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８
０
２
０
達
成
者
を

募
集
し
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
・
下
野
市

共
催
健
康
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー

小
山
地
区
フ
ッ
素
塗
布
・
歯

　
　
　
　
　
　
　

の
相
談
事
業
を
行
い
ま
し
た

７
月
は「
愛
の
血
液
助

け
合
い
運
動
」月
間

〜
成
分
献
血
・４
０
０
㎖

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

成
分
献
血
＆
４
０
０
㎖

献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
〜けんけつちゃん

　

満
80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯

が
20
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
し

ま
す
。

　
（
小
山
歯
科
医
師
会
が
該
当
者

を
募
集
し
、表
彰
し
ま
す
。）

■
応
募
資
格

　

満
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が

20
本
以
上
あ
る
方（
過
去
の
表
彰

者
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

■
事
前
審
査

　

歯
科
医
院
で
の
診
査（
無
料
）

※
小
山
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院
に
限
る
。

■
実
施
期
間

　

７
月
１
日
㈪
〜
８
月
10
日
㈯

※
応
募
い
た
だ
い
た
方
に
は
、事

前
審
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。必
ず
歯
科
医
院
に
予
約
し
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（「
８

０
２
０
達
成
者
の
審
査
」と
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

今
年
は
6
5
0
人
の
親
子
が

フ
ッ
素
塗
布
の
ほ
か
、ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
、歯
科
相
談
、パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー（
写
真
）、甘
味
食
品
の

展
示
な
ど
、幼
児
期
か
ら
の
口
腔

衛
生
へ
の
関
心
を
高
め
る
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
フ
ッ
素
塗
布
は
10
月

6
日
㈰
、平
成
26
年
2
月
2
日
㈰

で
す
。

　

対
象
者
は
、年
中
児
か
ら
小
学

2
年
生
ま
で
で
、無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

夏
季
は
、毎
年
血
液
が
不
足
し

が
ち
で
す
。７
月
の
運
動
月
間
中

に
、ぜ
ひ
多
く
の
方
に
献
血
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
、初
め
て
成
分
献
血

ま
た
は
４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

献
血
会
場
な
ど
、詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
薬
務
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
1
1
9

　

協
会
け
ん
ぽ
と
市
で
は
、健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。ご
自
身
や

ご
家
族
の
健
康
管
理
の
参
考
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　

７
月
30
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
対
　
象

　

下
野
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、

ま
た
は
お
勤
め
先
が
下
野
市
内

の
方

■
内
　
容

　

健
康
づ
く
り
講
話
―
運
動
器

の
衰
え
予
防
の
た
め
の「
ロ
コ

チ
ェ
ッ
ク
」と
簡
単
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
―
、県
・
市
・
協
会
け
ん
ぽ
の
健

康
づ
く
り
事
業
な
ど

■
定
　
員　

50
名

■
申
し
込
み
期
限

　

７
月
19
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

６
月
２
日
き
ら
ら
館
に
お
い

て
、「
栃
木
県
民
の
日
」事
業
の
一

環
と
し
て「
歯
と
口
の
健
康
週
間

（
フ
ッ
素
塗
布
）」事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、口
腔
衛
生
思
想
の

普
及
と
幼
児
の
健
康
保
持
増
進

の
た
め
、小
山
歯
科
医
師
会
を
は

じ
め
栃
木
県
歯
科
衛
生
士
会
、下

野
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

☎（
52
）１
１
１
６

☎（
52
）１
１
１
６

問
3　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
内
に
は
、
前
方
後
方
墳
（
前
方
部
、
後
方
部
と
も
に
四
角
の
古
墳
）
が
あ
る
。

○
か
×
か
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.7
17



■
プ
ラ
ン
の
重
点
領
域
の
目
標

と
取
り
組
み
の
方
向

　
「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
」

で
は
①
栄
養
・
食
生
活
②
運
動
③

休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
④

喫
煙
・
飲
酒
⑤
検
診
を
中
心
と
し

た
生
活
習
慣
病
の
予
防
、の
５
つ

を
重
点
領
域
の
目
標
と
定
め
、取

り
組
み
の
方
向
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

広
報
６
月
号
に
引
き
続
き
、重

点
領
域
目
標
①
栄
養
・
食
生
活
②

運
動
、の
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン（
第
２
次
下
野
市
健
康
増
進
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た（
そ
の
2
）

重点領域の目標と取り組みの方向

●毎日朝食を食べる習慣をつけましょう。
●自分の適性体重と活動量に見合った栄養のバランスや食事の
　量を心がけましょう。
●薄味を心がけましょう。　　　　　　　　　　　　　　 など

●20歳代、30歳代の朝食欠食者の減少や朝食内容の充実に
　向けた啓発をします。
●食事バランスガイドの活用方法の周知啓発を強化します。
●野菜や食塩の１日の摂取量を啓発します。　　　　　　など

・バランスのよい食事について知り、実践し、規則正しく食べる習慣を身につけましょう。

目標項目

●朝食欠食者の割合

◯朝食欠食者の割合

◯栄養のバランスを意識して食べる人の割合

●食事バランスガイドを活用している人の割合

●しょうゆをたっぷりかける人の割合

現状値（H23年度）

幼年期
少年期

小学生
2.5％

男性　19.4％
女性　11.3％

男性　71.5％
女性　80.1％

―

男性　30.6％
女性　12.0％

小学生　0％
年長児　0％

男性　15％以下
女性　10％以下

男性　85％以上
女性　85％以上

男性　47％以上
女性　47％以上

男性　20％以下
女性　10％以下

成人期

目標値（H29年度）

個人や家庭、地域の取り組み 重点施策

●自分にあった運動に取り組みましょう。
●家族や仲間と楽しんで運動に取り組みましょう。
●毎日少しでも多く体を動かすことを心がけましょう。
●地域の運動施設を活用しましょう。　　　　　　　　　など

●運動習慣づくりの推進を強化します。
●運動意識の向上を図ります。
●適性体重の認知度の向上と維持に向けた啓発をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

目標項目

◯意識的に運動をする人の割合
　（運動不足だと思っていない人の割合）

◯運動習慣（週に2回、1回30分以上）のある人の割合

◯肥満者の割合

◯肥満者の割合

現状値（H23年度）

小学生

男性　23.3％
女性　16.6％

男性　24.0％
女性　21.8％

男性　26.0％
女性　16.0％

5.4％

男性　40％以上
女性　40％以上

男性　35％以上
女性　35％以上

男性　20％以下
女性　13％以下

3％以下

成人期

目標値（H29年度）

個人や家庭、地域の取り組み 重点施策

注）◯は第1次計画からの継続目標　●は第2次計画の新規目標

注）◯は第1次計画からの継続目標　●は第2次計画の新規目標

1.栄養食生活1.栄養食生活
健康目標健康目標

・自分に合った運動方法を見つけ、定期的な運動習慣を身につけましょう。

2.運動2.運動
健康目標健康目標

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
旧
南
河
内
町
、
田
川
左
岸
の
三
王
山
地
区
に
は
、
古
墳
時
代
前
期
（
今
か
ら
約
１
７
０
０
年
前
）
に

造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
三
王
山
南
塚
1
・
2
号
墳
が
所
在
し
ま
す
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.7
18



下
野
市
内
の
保
険
診
療
に
よ
る
禁
煙
治
療
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禁
煙
指
導
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関

　
禁
煙
成
功
の
秘
訣
は
、「
正
し

い
方
法
」で
禁
煙
す
る
こ
と
で

す
。禁
煙
達
成
に
は「
禁
煙
を
開

始
す
る
」「
禁
煙
を
続
け
る
」と
い

う
二
つ
の
難
所
が
あ
り
ま
す
。

　
我
慢
す
る
つ
ら
い
禁
煙
は
過

去
の
話
、楽
に
禁
煙
す
る
方
法
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

※
詳
し
い
治
療
内
容
・
費
用
に
つ

い
て
は
、直
接
医
療
機
関
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　　日 受付時間 内　　容 場　所対　象　者
■　保健メモ　■　7月号　7月16日→8月15日

ゆ

ゆ

ゆ
ゆ

グ

き

ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

7月17日（水）

13：00～14：00

9：45～10：00

7月22日（月）

13：15～13：30

7月23日（火）
8：00～10：00

13：00～14：00

7月27日（土） 8：00～10：00

7月30日（火） 9：45～10：00

8月7日（水） 8：00～10：00

8月6日（火） 13：00～14：00

8月9日（金） 9：45～10：00

平成24年9月生まれ

平成25年4月生まれ
出産予定日が平成25年10月～12月の方
事前申し込み必要

事前申し込み必要

平成25年3月生まれ

育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん

事前申し込み必要

事前申し込み必要

平成22年5月生まれ

育児相談：0歳～就学前のお子さん
リトミック：1歳6か月～就園前のお子さん

９か月児健診

赤ちゃん広場

４か月児健診

ポピーくらぶ

3歳児健診

ポピーくらぶ

■内容：　　　　　 …特定健診・後期高齢者健康診査・がん検診・ヤング健診　　…子宮頸がん受診可能の日　
■場所：　…ゆうゆう館　　…きらら館　　…グリーンタウンコミュニティセンター

特 が ヤ
ゆ き グ

子• • •後

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

集団検診
（　・　・　・　・　）特 が ヤ 子後

フレッシュママパパ教室
レッスン１

集団検診
（　・　・　・　）特 が ヤ後

医療機関名 住所・電話
予約・問い合わせ先 診療受付時間 休診日

海老原医院
小金井5-26-10
☎44-0163

小金井2-4-3
☎44-7000

駅東5-13-16
☎44-8345

石橋839-14
☎53-1305
（要予約）

薬師寺3311-1
☎44-2111（代）
（要予約）
予約専用電話
☎58-7467
（呼吸器内科直通）
午後２時～４時

緑2-3291-1
☎40-0123

金・祝日
月曜午後

月・水・金・土・
日・祝日

火・日
祝日

木曜午後
日・祝日

火～日
祝日

水
木曜午後
日・祝日

9:00～11:30
15:00～17:30
（日曜のみ
15:00～16:30）

（禁煙外来）
14:00～16:30
火曜：循環器科
木曜：呼吸器科

9:00～12:00

月～木・土曜：
9:00～12:00
月～水曜：
14:00～19:00
（土曜のみ
14:00～16:00）

呼吸器内科
（禁煙外来）
15:00～16:00
月曜日のみ
完全予約制です

8:30～12：30
木曜：
8:30～12：00
日曜：
9:30～12：00
14:30～18:30

小金井中央病院

ことうだ腎
クリニック

佐藤内科
（要予約）

自治医科大学
附属病院
（完全予約制）

若草クリニック

問
4　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

七
夕
は
奈
良
時
代
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
○
か
×
か
。

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.7
19



南
河
内
公
民
館

夏
休
み
講
座
の
ご
案
内

【
夏
休
み
親
子
de
体
験
講
座
】

　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
最

適
。
お
坊
さ
ん
、
大
学
教
授
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
、
い
ろ
ん
な
先
生
が

楽
し
い
体
験
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
ま
す
。

■
対　

象

　

小
学
３
年
〜
６
年
の
親
子

　
（
祖
父
母
可
）

■
開
催
日
程
と
内
容

①
７
月
21
日
㈰

　

自
然
観
察
会

　
蔓
巻
公
園
de
自
然
の
お
宝
探
し

②
７
月
27
日
㈯

　

寺
子
屋
体
験

　
安
国
寺
de
座
禅
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

③
８
月
1
日
㈭

　
栃
木
県
庁
と
県
立
博
物
館
見
学

④
８
月
24
日
㈯

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
浴
衣
の
着
装
を

無
料
で
学
べ
ま
す
。

■
日　

時　

７
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館　

和
室
（
梅
）

■
講　

師　

横
溝　

ト
シ
子

■
定　

員

　

10
組
（
大
人
の
み
の
参
加
可
）

■
持
ち
物

　

・
浴
衣　

・
帯　

・
紐
２
本

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

横
溝　

ト
シ
子

　

☎（
40
）６
５
７
８

シ
ニ
ア
向
け

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
講
座
受
講
生
募
集

　

こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
購
入
し
よ
う
と
検
討
中
の
方

や
、
使
い
方
を
も
っ
と
知
り
た

い
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。

■
日　

時　

８
月
22
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場　

所

　

石
橋
公
民
館
第
1
会
議
室

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
以
上

の
こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
購
入
し
よ
う
と
検
討
中
の
方

■
定　

員　

先
着
24
名

■
費　

用　

無
料

　

人
力
発
電
de
創
エ
ネ
体
験

　
（
③
を
除
き
午
前
中
開
催
）

【
し
も
つ
けK

ids
 

ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
】

　

誰
も
が
楽
し
く
歌
え
る
合
唱

講
座
。
ち
ょ
っ
と
涼
し
い
お
部

屋
で
元
気
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！

■
対　

象　

小
学
１
年
以
上

■
開
催
日
時　

７
月
27
日
、
８

月
３
・
10
・
17
・
24
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

（
毎
週
土
曜
日　

全
５
回
）

　

各
講
座
と
も
定
員
に
な
り
次

第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
河
内
公
民
館

　

☎（
48
）２
３
９
３

親
子
で
浴
衣
を

　
　

着
て
み
よ
う

　

夏
祭
り
や
花
火
の
季
節
で
す
。

今
年
こ
そ
、
浴
衣
で
出
か
け
た

い
け
ど
、
着
付
け
が
大
変
！
と

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
貸
し
出

し
ま
す
。

■
講　

師

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
社
員

■
申
し
込
み
方
法

　

７
月
16
日
か
ら
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。
受
付
時
間
は
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

　

定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

石
橋
公
民
館
で

『
終
活
講
演
会
』を

開
催
し
ま
し
た

　
〝
終
活
〞
と
い
う
言
葉
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
２
０
１
２
年
の

流
行
語
大
賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に

も
選
ば
れ
、
終
活
は
今
、
静
か

な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

終
活
と
は
、「
人
生
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
こ
と
を
通

じ
て
自
分
を
見
つ
め
、
今
を
よ

り
よ
く
、
自
分
ら
し
く
生
き
る

活
動
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

5
月
30
日
、
石
橋
公
民
館
で

講
座
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
と

「
女
性
力
向
上
講
座
」
の
合
同

開
講
式
と
し
て
開
催
し
た
講
演

会
に
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中

１
０
５
名
の
受
講
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
終
活
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
代
表
理
事
で
、
テ
レ

ビ
出
演
の
他
、
新
聞
・
雑
誌
等

に
多
数
掲
載
、
大
学
講
師
の
肩

書
き
も
持
つ　

武
藤 

頼
胡
（
む

と
う
よ
り
こ
）
氏
。

　

終
活
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
、

自
分
と
い
う
人
間
の
成
り
立
ち

を
生
ま
れ
た
時
か
ら
振
り
返
り

見
つ
め
直
し
て
み
る
人
生
の
棚

卸
し
で
、
そ
の
た
め
に
は
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
有
効
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
残
さ
れ
た
家
族

や
大
切
な
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
も
な
る
と
武
藤
氏
は
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
公
民
館

　

☎（
52
）１
１
５
７

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
☎（
52
）１
１
１
９

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
☎（
40
）０
９
１
１

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
七
夕
は
中
国
で
の
行
事
で
あ
っ
た
も
の
が
奈
良
時
代
に
伝
わ
り
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

万
葉
集
の
中
に
は
七
夕
に
ま
つ
わ
る
歌
が
１
３
０
首
以
上
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

Shimotsuke
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生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
開
催
の
各
種

講
座
が
生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
・
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
協
働

事
業
の
ワ
ー
ド
基
礎
講
座
火
曜

コ
ー
ス
5
月
7
日
を
皮
切
り
に

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
火
曜
コ
ー

ス
は
、
平
日
開
催
で
は
あ
り
ま

し
た
が
受
付
開
始
後
わ
ず
か
な

時
間
で
定
員
を
超
え
15
名
定
員

の
と
こ
ろ
20
名
を
、
土
曜
コ
ー

ス
も
16
名
を
受
講
生
と
し
て
受

入
れ
、
第
１
回
目
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ

ｗ
ｓ
の
基
礎
知
識
を
学
び
開
講

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
次
に
紹
介
す
る

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座
と
ゆ
ー
こ
の
部

屋
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
企
画
講
座
も
複

数
予
定
さ
れ
５
月
18
日
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
田
植
え
を
し
よ
う
！

と
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
10
月

加
者
全
員
で
意
見
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
活
動
に
際
し
て
は
、

連
携
を
図
り
協
働
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、７
月
25
日
㈭
に
「
文

化
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る

方
た
ち
の
交
流
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
環
境
保
護
や
ま
ち
づ
く

り
、
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

の
方
た
ち
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

「
ゆ
ー
こ
の
部
屋
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
特
技

や
活
動
内
容
を
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
頂
き
た
い
！
と

ス
タ
ー
ト
し
た
ミ
ニ
サ
ロ
ン
。
第

１
回
目
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の

出
居
さ
ん
を
お
迎
え
し
「
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
っ
て
ど
ん
な
楽
器
？
」
と

題
し
、
素
敵
な
演
奏
の
他
に
参

加
者
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
体
験
や
Ｑ

＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
、
最
後
は
全
員

で
斉
唱
と
、
充
実
し
た
サ
ロ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
２
回
目
も
実

20
日
㈰
開
催
の
本
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
に
は
稲
刈
り
を
行
い
ま
す
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
団
体
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座

「
み
ん
な
で
解
決
!!　

Ｙ
ｏ
ｕ
が

お
de
コ
ラ
ボ
」を
開
催
し
ま
す

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
「
み
ん
な
で
解
決
!!　

Ｙ
ｏ

ｕ
が
お
de
コ
ラ
ボ
」
と
題
し
、

市
民
活
動
団
体
や
個
人
、
ま
だ

活
動
し
て
い
な
い
け
れ
ど
市
民

活
動
に
興
味
が
あ
る
方
た
ち
の

交
流
会
を
隔
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

５
月
23
日
㈭
に
開
催
し
た

「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
る
方
た
ち
の
交
流
会
」

で
は
、
現
在
の
児
童
・
青
少
年

の
特
徴
や
支
援
の
在
り
方
を
参

施
を
！
と
い
う
参
加
者
か
ら
の

声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

７
月
の
開
催
予
定

「
川
上
さ
ん
の
天
気
の
お
話
し

〜
雲
の
不
思
議
と
ミ
ニ
実
験
〜
」

　

気
象
予
報
士
の
川
上
政
弘
さ

ん
を
招
き
、
知
っ
て
得
す
る
天

気
の
話
と
雲
の
発
生
ミ
ニ
実
験

を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
気
軽
に

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

７
月
19
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜

■
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
２

階　

☎（
40
）０
９
１
１

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト

「
Ｙ
ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」は
、

た
だ
い
ま
情
報
発
信
会
員
募
集
中

　

下
野
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
市
民
活
動
団
体
、
社
会

貢
献
活
動
団
体
、
行
政
関
係
団

体
等
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ン
ク
個
人
登
録
者
が
会
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
員
は
、
団
体
紹
介
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
自
ら
発
信
で
き
、

自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
の

と
同
じ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
会
員
と
な
っ
て
多
く

の
市
民
同
士
繋
が
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

会
員
に
な
っ
て
か
ら
の
、
操

作
等
の
相
談
は
、
毎
週
水
曜
日

の
休
館
日
と
日
曜
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
随

時
応
じ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
職
員
が
会
議
等
で
相

談
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
等

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

　

（
44
）６
６
４
４

　

市
民
活
動
支
援
サ
イ
ト
「
Ｙ

ｏ
ｕ
が
お
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ

コ
ン
（
携
帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

 http//shim
otsuke.

genki365.net

泥土が新鮮だった子ども達
もっと植えたい！という声も

お互いの活動内容について活発な意見交換がされました

初めて楽器を持った参加者（右）とコツを教えてくれる
出居さん（左）

問
5　

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

石
橋
駅
周
辺
に
は
、
古
墳
が
あ
っ
た
。
○
か
×
か
。

Shimotsuke
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下
野
市
体
育
協
会
表
彰

　

去
る
５
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
、「
下
野
市
体
育
協
会
総
会
」

に
お
い
て
平
成
24
年
中
に
各
種
競

技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
競
技
者
及
び
指
導
者
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
更
な
る

ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

●
平
成
24
年
度
栃
木
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
陸
上
競
技
一
般
女
子
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

…
枝
松
真
紀
・
中
川
彩
子
・

フ
体
験
会

■
日
程　

８
月
5
日
㈪

　

受
付
８
：
00
／
終
了
13
：
30

■
会
場

　

鹿
沼
72
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

鹿
沼
市
楡
木
町
１
４
７
５

　

☎
０
２
８
９（
75
）２
１
１
１

■
募
集
人
数　

親
子
20
組
40
名

※
保
護
者
２
名
の
同
伴
も
可
（
要

事
前
連
絡
）

■
参
加
料

　

子　

供 

２
，
０
０
０
円

　

大　

人 

１
，
０
０
０
円

（
昼
食
付
き
）

■
対
象　

下
野
市
及
び
近
郊
在
住

の
小
中
学
生

※
未
経
験
者
で
も
、
ク
ラ
ブ
が
無

く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

下
野
市
国
分
寺
１
３
８
０

　

☎ （
44
）４
４
３
３

　
 （

44
）４
４
３
２

第
８
回
下
野
市
民

硬
式
卓
球
大
会
兼
県
民

ス
ポ
ー
ツ
選
考
会
開
催

　

下
野
市
卓
球
の
技
術
レ
ベ
ル
向

上
と
卓
球
愛
好
者
の
親
睦
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
25
日
㈰

　

９
時
集
合
／
９
時
30
分
開
始

■
場
所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
参
加
対
象

　

小
学
３
年
生
以
上
の
学
生
／
在

住
在
勤
の
社
会
人

　

杉
山
捺
希
・
米
井
梨
華

●
第
27
回
栃
木
県
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
小
学
３
・
４
年

生
の
部
30
㎏
級
優
勝
…
東
川  

翼

●
第
31
回
栃
木
県
空
手
道
少
年
錬

成
大
会
小
学
４
年
生
男
子
形
優
勝

…
永
山
幹
稀

●
２
０
１
２
年
度
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

関
東
連
盟
夏
季
大
会
優
勝

…
鈴
木  

歩
・
山
崎
隼
人
・

　

内
藤  

優
・
御
田
智
大
・

　

藤
沼
竜
矢
・
中
井
康
奨
・

　

山
谷
将
生
・
保
坂
龍
平

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
66
㎏
級
出
場

…
高
山  

凪

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
男

子
第
５
位
…
中
西
頌
弥

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
ベ

ス
ト
８

…
中
川
真
雄
・
細
谷
将
司
・

　

遠
藤
祐
亮

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競

技
成
年
男
子
（
選
手
兼
監
督
）
出

場
…
佐
藤
哲
通

●
第
67
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
競
技
少
年
女
子
（
監
督
）

出
場
…
遠
藤
敦
史

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
主
催

「
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
体
験
会
」

■
内
容　

小
中
学
生
対
象
、
ゴ
ル

フ
の
ラ
ウ
ン
ド
と
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

■
種
目

　

①
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
Ｓ
（
〜
中
学

２
年
）・
②
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
Ｓ
（
〜

中
学
２
年
）・
③
一
般
男
子
Ｓ
（
中

学
３
年
以
上
）・
④
一
般
女
子
Ｓ
（
中

学
３
年
以
上
）・
⑤
男
子
40
歳
以
上

Ｓ
・
⑥
女
子
35
歳
以
上
Ｓ

※
申
込
者
が
最
低
人
数
に
達
し
な

い
場
合
、
種
目
変
更
・
男
女
混
合

も
あ
り
ま
す
。

■
試
合
方
法　

５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
11
本
）　

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

■
参
加
費
（
当
日
徴
収
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
１
人 

３
０
０
円

　

一
般
・
壮
年
１
人 

５
０
０
円

（
保
険
料
等
を
含
む
）

■
申
し
込
み

　

７
月
15
日
午
前
９
時
か
ら
８
月

９
日
午
後
５
時
ま
で

　

左
記
の
各
窓
口
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
電
話
不
可
）

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

・
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー

・ 

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
８
月

９
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

※
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
で
用
意

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
体
育
協
会
卓
球
部

　

理
事
長　

水
越
健
次

　

☎（
44
）２
３
８
２

　

22
：
00
〜
24
：
00
で
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

〜
尾
瀬
編
〜
参
加
者
募
集

　

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
く
尾
瀬
の

自
然
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

８
月
３
日
㈯

　

午
前
4
時
30
分

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
集
合
・
出
発

■
場
所　

尾
瀬　

福
島
県
桧
枝
岐
村

方
面
よ
り

■
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
の
市

内
在
住
者
、
在
勤
者
（
中
学
生
以
下

の
場
合
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

■
参
加
費

　

高
校
生
以
上 

５
，
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生 

４
，
５
０
０
円

（
保
険
料
を
含
み
ま
す
）

■
定
員　

40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

7
月
1
日
〜
17
日

■
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
も
し

く
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
に
直
接
申
し

込
み
。

　

記
載
内
容
は
、
①
市
民
ハ
イ
キ
ン

グ
参
加
希
望
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
④
年
齢
（
学
年
）

⑤
生
年
月
日
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号
⑧

勤
務
先
名
称
・
住
所
（
在
勤
者
の
み
）

　

〒
３
２
９

－

０
５
１
９　

下
野
市

大
松
山
１

－

７

－

1　

ス
ポ
ー
ツ
振

興
課

　

☎ （
52
）１
１
２
４

　

 （
52
）１
１
６
０

　

 sports@
city.shim

otsuke.lg.jp

Let’s SPORTS

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
○
】
石
橋
駅
南
側
に
下
石
橋
愛
宕
塚
古
墳
と
い
う
古
墳
が
あ
り
ま
し
た
。
東
北
新
幹
線
が
で
き
る
際
、
掘
削
さ
れ
ま

し
た
。
石
室
に
使
わ
れ
た
石
材
の
一
部
は
下
石
橋
愛
宕
神
社
に
移
さ
れ
、
発
掘
調
査
の
際
出
土
し
た
遺
物
は
、

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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南河内図書館
■読書会　南河内公民館
7月 13 日（第 2土曜日）午前 10 時～正午
　玄侑　宗久　著「龍の棲む家」を読んで
　ご参加ください
■夏のお楽しみパネルシアター
7 月 13 日（第 2土曜日）午後 2時～ 3時
プログラム
・みんなのひろば・おりひめとひこぼし
・七ひきのこやぎ・そんごくう　　ほか
場　所　南河内公民館　1階視聴覚室
■手づくり絵本教室
7 月 24 日（第 4水曜日）午前 10 時～午後 3時
場　所　南河内公民館　1階会議室
定　員　15 名（市内小学 3年生～中学生）
参加費　350 円（材料費）
用意するもの
①筆記用具②油性サインペン③のり④ 18㎝以上
の定規⑤色えんぴつ⑥クリップ大（厚さ 1㎝
以上のものをしっかりはさめるもの）⑦お弁
当・飲み物
※各自お話しを考えてきてください
受　付　 7 月 3 日㈬から電話または窓口で申し

込みしてください
申し込み・問い合わせ先

南河内図書館　☎（48）2395
■紙しばいと読み語り&パネルシアター
7 月 27 日（第 4土曜日）
①午後 2時～（幼児向け）
　絵本 「やまねこせんせいのなつやすみ」ほか
②午後 3時～（低学年向け）
　絵本 「なつやすみ虫ずかん」ほか

石橋図書館
■調べる学習講座
　夏休みの宿題おうえんします！
7 月 6 日（第 1土曜日）午後 1時～ 2時
対　象　小学校 4年生から 6年生
定　員　10 名　※現在、受付中 ! お気軽に
石橋図書館までお問い合わせください

石橋図書館　☎（52）1136
■読書会　2階研修室
7月 10 日（第 2水曜日）　午前 10 時～正午
　山本一力　著「あかね雲」を読んで
　ご参加ください
■おはなし会　1階おはなしコーナー
7月 6日（第 1土曜日）　午後 2時～
7月 20 日（第 3土曜日）　午後 2時～
■親子ふれあい映画会　2階視聴覚室
7月 13 日（第 2土曜日）　午後 2時～
7月 27 日（第 4土曜日）　午後 2時～

「本のアルバム」を開始します。今年もおはな
し会が選んだ本を全部読んでくれた子にプレゼ
ントがあります。詳しくは石橋図書館おはなし
会コーナーまで。

国分寺図書館
■とちまるくんと七夕を楽しもう！
7 月 7 日（第 1日曜日）午前 11 時～
場　所　視聴覚室（入場無料）
内　容　 プラネタリウム、うちわ作り
※とちまるくんたいそうや撮影会もあるよ！
■調べる学習講座
7 月 13 日（第 2土曜日）　午前 10 時～ 11 時
定　員　10 名　※  7 月 2 日㈫ 11 時からカウン

ターと電話にて受付開始
申し込み・問い合わせ先

国分寺図書館　☎（44）3399
■おはなし会　1階おはなしコーナー
7月 13 日（第 2土曜日）　午後 2時～
　絵本 「ふくろにいれられたおとこのこ」ほか
※ おたのしみカードをお持ちください。お持ち
でない方は、お配りします。
■読書会　2階視聴覚室
7月 20 日（第 3土曜日）　午前 10 時～正午
　村上　春樹　著「1Q84 Book2」を読んで
　ご参加ください
■スタッフお楽しみ会　1階おはなしコーナー
7月 27 日（第 4土曜日）　午前 10 時 30 分～
※読み聞かせや、工作をします
■工作用牛乳パック ･スリム箱ティッシュ
　空き箱募集
　飲み終わった牛乳パックを開かずに、ティッ
シュの空き箱はつぶさずにお持ちください。

ＱＲコード

利用案内
■7月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

しもつけミニ情報 4月から図書館の開館時間が延長されました。ぜひご利用ください。

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
千年の百冊（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鈴木健一
医者の世話にならない生き方（南） ・・・・・・・・・・・・・渥美和彦
旅立つ理由（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・旦　敬介
こころ（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・谷川俊太郎
天佑なり－上･下－（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・幸田真音
流転の魔女（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・揚逸（ヤンイー）
ほがらかに品よく生きる（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・斎藤茂太
わがままだって、いいじゃない。（国） ・・・・・・・・室井摩耶子
脳が若返る！健康あやとり（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・福田けい
＜児童書＞
でんしゃにのったよ（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡本雄司
まゆとうりんこ（南） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 降矢なな
ふしぎ？おどろき！科学のお話1～6年生（南） ・・・ガリレオ工房
はいチーズ（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・長谷川義史
ママはびようしさん （石） ・・・・・・・・・・・・・アンナ･ベングトソン
七月七日はまほうの夜（石） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石井睦美
なるほど世界地名事典（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・蟻川明男
ぱんつくったよ。（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平田昌広
くうこうのいちにち（国） ・・・・・・・・・・・・・・・・・リビア･ブルックス
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館どこでも貸出
（貸出中は予約）が可能です。

Library Inform
ation
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詳しくは27ページ ➡

詳しくは30ページ ➡

詳しくは31ページ ➡

詳しくは37ページ ➡

イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
し
も
つ
け
の
新
鮮
食

材
と
栃
木
の
名
品
を
使
っ
て

調
理
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
〜

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
体
験

学
習
室
に
お
い
て
、
月
1
回
季
節

に
合
わ
せ
た
料
理
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
市
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
定　

員　

1
回
32
名

■
募　

集

そ
の
回
毎
に
募
集
。
先
着
順

（
開
催
日
の
5
日
前
ま
で
）

■
参
加
費

1
，0
0
0
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
7
月
の
教
室

日
時
：
7
月
30
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

テ
ー
マ
：
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ

た
料
理

申
込
受
付
：
7
月
1
日
㈪
か
ら

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

運
営
事
務
局

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

名
作
映
画
劇
場

グ
リ
ム
の
館
で
、
近
代
日
本
の

光
と
闇
を
情
感
豊
か
な
リ
ア
リ
ズ

ム
で
描
い
た
今
井
正
監
督
の
ヒ
ッ

ト
作
や
社
会
派
作
品
を
上
映
し
ま

す
。

■
日　

時

8
月
25
日
㈰

　

午
前
8
時
30
分
開
場

「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」　

9
時
〜

「
青
い
山
脈
」午
後
0
時
30
分
〜

「
純
愛
物
語
」　　

2
時
35
分
〜

「
真
昼
の
暗
黒
」　

5
時
〜

■
入
場
料

前
売
り　

5
0
0
円

当
日　
　

7
0
0
円

4
作
品
と
も
ご
覧
に
な
れ
、
再

入
場
可
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
館
☎（
52
）1
1
8
0

見逃せない !  今月特に注目情報 5つ !

5

4

3

2

1

詳しくは26ページ ➡

イベント
グリムの森で
「ネイチャーゲーム」
をしよう！

お知らせ
外国人住民の方の
「住基ネット」などの
運用が始まります

募　集
下野市奨学生を
募集します

お知らせ
ＪＲ自治医大駅東連絡橋
が全面通行止めとなりま
す

イベント
下野薬師寺歴史館の
夏休みイベント

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報くらしの情報

しもつけの夏～花火・まつり～

第
28
回 

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

盆
踊
り
・
花
火
大
会

夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
「
国

分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
盆
踊

り
・
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　

時

　

8
月
3
日
㈯

　

午
後
6
時
30
分
〜

※ 

雨
天
翌
日
順
延
（
4
日
も
雨
天

の
場
合
は
、
花
火
大
会
の
み
開

催
）

■
場　

所

　

国
分
寺
運
動
公
園

※ 

当
日
は
交
通
規
制
等
に
よ
り
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車

は
相
乗
り
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

盆
踊
り
・
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
生
活
安
全
課
内
）

　

☎（
40
）5
5
5
5

◎
ゆ
う
ゆ
う
館「
天
平
乃
湯
」

営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

　

盆
踊
り
・
花
火
大
会
の
開

催
に
よ
り
、8
月
3
日
㈯（
予

備
日　

4
日
㈰
）
の
ゆ
う
ゆ

う
館
「
天
平
乃
湯
」
及
び

「
レ
ス
ト
ラ
ン
て
ん
ぴ
ょ
う
」

の
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

■
営
業
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
日　

時　

7
月
20
日
㈯

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

　
（
雨
天
決
行
）

■
場　

所

　

祇
園
原
公
園

　
（
自
治
医
大
駅
東
口　

東
へ
徒
歩
8

分
）

■
内　

容

　

各
自
治
会
・
事
業
所
模
擬
店
、ス
テ
ー

ジ
発
表
（
お
囃
子
・
バ
ン
ド
演
奏
・
和

太
鼓
ほ
か
）

■
主　

催

　

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
そ
の
他

• 

駐
車
場
に
限

　

り
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
お

　

近
く
の
方
は

　

お
車
の
来
場

　

は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

• 

ご
み
の
持
ち

　
 

帰
り
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎（
44
）6
3
0
1

第
23
回

エ
コ
ラ
イ
フ
ま
つ
り

い
し
ば
し

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.7
25

8/3

7/20

8/10
　

夏
の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
「
い
し
ば

し
納
涼
踊
り
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

花
火
も
多
数
打
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
皆

様
お
誘
い
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

8
月
10
日
㈯

　

午
後
7
時
〜
9
時
20
分

　
（
雨
天
の
場
合
11
日
に

　

順
延
）

■
場　

所

　

き
ら
ら
館
前
特
設
会
場

■
募
集
案
内

　

踊
り
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
個
人
・

団
体
の
方
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
賞
、
踊
り
団
体
・
個
人
賞
あ
り
。

※ 

当
日
は
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
は
相
乗
り
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

納
涼
踊
り
花
火
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）0
4
6
3

◎
き
ら
ら
館
営
業
時
間
変
更
の
ご
案
内

　

納
涼
踊
り
・
花
火
大
会
開
催
に
よ
り
、

８
月
10
日
㈯
（
予
備
日
11
日
㈰
）
き
ら
ら

館
「
き
ら
ら
の
湯
」
及
び
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
」の
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

●
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
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くらしの情報

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

下野薬師寺歴史館の夏休みイベント
ベニバナ染めをしよう！
　市内で栽培したベニバナの花を摘み、ハンカチを染めます。この夏ベニバナで貴重な体験をしてみ
ませんか？ご参加お待ちしております！

下野の昔話～紙芝居と語りべの会～
　下野市周辺の歴史や伝承を紙芝居や語りで
上演します。
〈上演作品〉
・下野薬師寺の歴史・片目の鯉
・雷電神社　…等
●開催日　①7月24 日㈬
　　　　　②8月21 日㈬
●時　間　午前の部10時～11時30分
　　　　　午後の部 1時～ 2時30分
●共　催　下野薬師寺ボランティアの会
　　　　　下野市民話語り部の会ゆうがお
※事前申し込みは不要です

平成25年度 文化財絵画展作品募集
●テーマ　下野市内の文化財に関するもの
●応募期間　9月1日㈰～13日㈭
●応募対象者　小・中学生、一般
●規格・用紙　
　・画用紙　サイズ　八つ切り（380㎜×270㎜）
　・画材　自由
※作品裏に住所・氏名・画題を明記してください
●展示期間　9月14日㈯～10月14日（月・祝）
●参加賞　応募者全員に参加賞を贈呈
●応募方法　応募作品は下野薬師寺歴史館に持参、
　 　 　 　 または郵送してください。
●返却方法　応募作品は10月19日㈯～26日㈯に来館
　　　　　　のうえ、返却を受けてください。
※市内小・中学生については学校単位の応募・返却となります。
　

古代アクセサリーを作ろう！
　歴史館ではオーブン粘土やプラ板を使っ
て、勾玉や鬼瓦、風鐸や埴輪などの古代アク
セサリー作りを開催します。歴史館を訪れ
た記念に作ってみてはいかがでしょうか？
●開催期間　7月20日㈯～9月1日㈰
●受付時間　午前10時～午後3時
●所要時間　約2時間
●参 加 費　オーブン粘土・プラ板 各100 円
※事前申し込みは不要です

1

●対　象　市内小学校 4年生以上（定員25名）
※小学生が対象ですが、一般の方も参加可能です。
●参加費　500円（材料費）
●申し込み　事前に電話でお申込みください。
　申し込みは 7月2日㈫から受付開始。
※定員になり次第、締め切ります。
※染色液で服が汚れる可能性があります。
　当日は汚れてもよい服装でお願いします。

◇ベニバナ摘み体験
•日時　7月20日㈯午前9時～10時
・場所　下野薬師寺歴史館周辺
・講師　文化課職員
◇ベニバナ染め体験
・日時　8月17日㈯午前9時~正午
・場所　国分寺公民館
・講師　日下田　正　先生
　　　　大河原　陽　先生

手ぬぐい活用講座
手ぬぐい 1枚でペットボトル包みやティッシュボック
ス包み、ブックカバーや祝儀袋など、ハサミを使わず
に様々な活用方法を紹介する講座です。歴史館オリジ
ナル手ぬぐいの販売も行っておりますので、皆さんも
手ぬぐいの歴史を学びながら体験してみませんか？
●日　時　7月27日㈯
　　　　・午前の部10時30分～12時
　　　　・午後の部13時30分～15時
●準備するもの　手ぬぐい1枚
●参加費　無料
●申し込みは電話にて事前にお願い
　します
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募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

グ
リ
ム
夏
休
み
体
験
教
室

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

夏
休
み
中
の
子
ど
も
や
親
子
を

対
象
と
し
た
体
験
教
室
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
8
月
10
日
㈯

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
、
ビ
ー
ズ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
、
布
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
、
ワ
イ

ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
、
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
等

（
共
催
：
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ 

ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
ド
ロ
ッ
プ
）

●
8
月
11
日
㈰

絵
手
紙
教
室
、
た
ね
の
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
作
り
、
タ
イ
ル
ク
ラ
フ
ト
、

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド

作
り
、
色
え
ん
ぴ
つ
画
教
室
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

●
8
月
17
日
㈯

ロ
ザ
フ
ィ
教
室
、
薩
摩
琵
琶
演

奏
体
験
、
竹
と
ん
ぼ
の
仕
上
げ
体

験
、
子
ど
も
の
た
め
の
美
術
教
室
、

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
の
メ
モ
ス
タ
ン
ド

作
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
を
作

ろ
う
。

●
8
月
18
日
㈰

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
小
物
飾
り
、

オ
カ
リ
ナ
演
奏
体
験
、
子
ど
も
の

た
め
の
版
画
教
室
、
木
の
オ
ブ
ジ

ェ
作
り
、
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
、
童

謡
唱
歌
を
歌
お
う
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

■
時　

間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

■
参
加
料

5
0
0
円
〜
1
，0
0
0
円

■
申
し
込
み

7
月
13
日
か
ら
来
館
、
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
館
☎（
52
）1
1
8
0

詳
し
い
講
座
の
内
容
や
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
公
式
サ
イ
ト

（

http://w
w
w
.grim

m
-no.

net/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ム
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う【
夏
】

2
■
日　

時

7
月
28
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

■
場　

所

　

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
等
の
状
況

に
よ
っ
て
は
屋
内
で
行
い
ま
す
。）

■
定　

員

 

30
名
程
度

■
対　

象

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

■
参
加
料

　

無
料

■
申
し
込
み
：
来
館
、
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」
は
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
自
然
の
不
思
議

や
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
視

覚
、
触
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
を
使
っ

て
、
普
段
気
が
付
か
な
い
自
然
の

四
季
を
体
験
し
よ
う
！

秋
10
／
27
、
冬
12
／
21
、
春
3

／
30
も
合
わ
せ
て
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
館
☎（
52
）1
1
8
0

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
登
録

講
座「
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」開
催

小
学
生
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、

今
年
も
夏
休
み
期
間
中
「
動
物
愛

護
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
子
犬
の
し
つ
け

や
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
を
実
際
に
体

験
し
て
、
も
っ
と
「
犬
」
に
つ
い

て
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日
時

7
月
24
日
㈬
・
26
日
㈮

（
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加
と
な

り
ま
す
。）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場　

所

　
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
（
宇
都
宮
市
今
宮
4

7

8
）

■
受
講
対
象
者

小
学
校
4
年
生
か
ら
中
学
校
2

年
生
ま
で
の
生
徒
と
そ
の
家
族

（
小
学
生
は
、
原
則
と
し
て
親

子
2
〜
3
名
1
組
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。）

■
募
集
定
員

各
回
10
組
（
20
名
）
程
度

■
申
し
込
み
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
間

7
月
8
日
〜
12
日

定
員
に
達
し
た
場
合
は
募
集
を

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
初
回
受
講
者
優
先
。）

■
決
定
方
法

先
着
順
で
す
。
正
式
決
定
し
た

後
、
受
講
決
定
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

■
参
加
費　

無
料

■
内　

容

・ 

講
義
な
ど
…「
犬
」に
関
す
る
講

義
や
動
物
愛
護
に
関
す
る
ビ
デ

オ
鑑
賞

・ 

体
験
教
室
…
子
犬
の
シ
ャ
ン

プ
ー
、
施
設
見
学
、
子
犬
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

普
及
指
導
課

☎
0
2
8（
6
8
4
）5
4
5
8

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ
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くらしの情報

か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
日
本
一
！

第
3
回
し
も
つ
け

か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

■
日　

時

7
月
27
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
場　

所

道
の
駅
し
も
つ
け

■
主　

催

し
も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
ま
つ
り

実
行
委
員
会

■
内　

容

干
瓢
む
き
の
体
験
、
ゲ
ー
ム
、

ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
干

瓢
製
品
・
農
産
物
加
工
品
・
農
産

物
の
販
売
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
で
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎（
48
）2
1
4
3

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

毎
月
第
3
日
曜
日
は
、「
ふ
れ
あ

い
館
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
日

■
場　

所

下
野
市
ふ
れ
あ
い
館

■
開
催
日
時

7
月
21
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

■
規　

模

手
持
ち
出
店
の
み

■
受
付
期
間

7
月
1
日
㈪
か
ら
17
日
㈬

■
受
付
方
法

メ
ー
ル
か
電
話
で
出
店
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
か

ら
午
後
5
時
ま
で

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
お
名
前
、

フ
リ
ガ
ナ
、
ご
住
所
、
自
宅
電
話

番
号
、
携
帯
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、「
7
月
21
日
フ
リ
マ
参
加

希
望
」
と
明
記
し
て
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

hureai@
city.
shim

otsuke.lg.jp

■
参
加
費

5
0
0
円
（
1
団
体
若
し
く
は

個
人
で
2
区
画
ま
で
）

（
1
区
画
：
約
1
7
0
㎝
×
2

9 

0
㎝
）

※ 

注
意
事
項
・ 

雨
天
中
止
と
な

り
ま
す
。
中
止
の
決
定
は
、
午

前
8
時
30
分
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ
い
館

☎（
47
）1
1
2
6

〒
3
2
3

0
1
0
1

下
野
市
三
王
山
6
9
8
番
地
5

ペ
ッ
ト
写
真「
う
ち
の
動こ物

見
て
見
て
！
コ
ン
テ
ス
ト
」

開
催
！

9
月
22
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る

「
2
0
1
3
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、
皆

さ
ん
自
慢
の
ペ
ッ
ト
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

ペ
ッ
ト
の
写
真
（
Ｌ
規
格

（
1
2
7
㎜
×
89
㎜
）以
内
）1
枚

写
真
と
併
せ
て
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
題
名

（
15
文
字
以
内
）
を
記
載
し
た
も

の
を
、
持
参
・
郵
送
に
よ
り
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
用

紙
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。）

※ 

ペ
ッ
ト
の
種
類
・
写
真
に
写
っ

て
い
る
頭
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
は
1
人
1
枚
で
お
願
い
し

ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
写
真

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
審
査
方
法

入
場
者
に
、
気
に
入
っ
た
写
真

に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
上
位
10

名
程
度
を
入
賞
者
と
し
ま
す
。

審
査
結
果
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

終
了
後
、
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
、

入
賞
者
に
賞
状
・
記
念
品
を
郵
送

し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
来
年
度
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
会
場
に
掲
示
し
ま
す
。

■
締
め
切
り　

8
月
30
日
㈮

■
申
し
込
み
先

〒
3
2
1

0
1
6
6

宇
都
宮
市
今
市
4

7

8

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　
「
う
ち
の
動
物
見
て
見
て
！
コ

ン
テ
ス
ト
」
係
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

2
0
1
3
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務

局
（
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
0
2
8（
6
8
4
）5
4
5
8

シ
ル
バ
ー
大
学
校
・
南
校

第
34
回
学
校
祭

■
演
芸
会

①
開
演
日
時　

7
月
30
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

②
会
場　

栃
木
市
栃
木
文
化
会
館

　

小
ホ
ー
ル
（
栃
木
市
旭
町
12

16
）

③ 

内
容　

ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を

中
心
に
し
た
演
芸
、
演
舞
を
披

露
し
ま
す
。（
太
極
拳
･
コ
ー
ラ

ス
･
民
舞
･
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン

ス
・
民
話
語
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

33
期
生
、
34
期
生
の
発
表
等
）

■
学
校
祭

①
開
演
日
時　

8
月
3
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

② 

会
場　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
･
南
校
（
栃
木
市
神
田
町

9
-40
）

③ 

内
容　

来
場
者
と
の
交
流
･
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
シ
ル
バ
ー
大

学
校
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

　

 

め
、「
ふ
れ
あ
い
体
験
コ
ー

ナ
ー
」や「
体
験
教
室
」「
模
擬
店

コ
ー
ナ
ー
」「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
」「
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
を
運
営
、
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校

☎
0
2
8
2（
22
）5
3
2
5

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ
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集
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談
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職

栃
木
い
の
ち
の
電
話

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」の
ご
案
内

「
栃
木
い
の
ち
の
電
話
」
は
、

悩
み
を
も
つ
人
々
の
よ
き
隣
人
と

し
て
電
話
相
談
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

そ
う
し
た
活
動
の
か
た
わ
ら
、

毎
年
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時

8
月
10
日
㈯
午
後
6
時
〜

（
午
後
5
時
30
分
開
場
）

■
会　

場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

多
目
的
ホ
ー
ル

■
入
場
料

1
，
0
0
0
円
（
全
席
自
由
・

先
着
3
0
0
名
）

■
主　

催

社
会
福
祉
法
人　

栃
木
い
の
ち

の
電
話

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
0
2
8（
6
2
2
）7
9
7
0

0
2
8（
9
0
2
）1
0
3
0

下
野
市
幼
稚
園
連
合
会

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
3

未
就
園
児
（
2
〜
3
歳
）
を
対

象
と
し
た
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
次
の
日
程
に
て
行
い
ま
す
。

下
野
市
内
の
幼
稚
園
の
先
生
達

が
み
ん
な
の
笑
顔
の
た
め
に
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
待
っ

て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

7
月
20
日
㈯

午
前
9
時
30
分
〜午

後
0
時
30
分

■
場　

所

国
分
寺
公
民
館

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乗
り
合
わ
せ
に
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
内　

容

人
形
劇
「
僕
ら
の
お
う
ち
」・

う
ち
わ
作
り
コ
ー
ナ
ー
・
製
作
コ

ー
ナ
ー
・
子
育
て
相
談
・
幼
稚
園

紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
参
加
料

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

第
二
薬
師
寺
幼
稚
園

担
当
：
内
木
☎（
44
）9
9
8
8

■
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

自
治
医
科
大
学
医
学
部
5
年
の

榎
木
康
人
で
す
。
こ
の
度
、
第
42

回
薬
師
祭
実
行
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
年
の
薬
師
祭
の
テ
ー
マ
は

「
彩（
い
ろ
ど
り
）〜paint your 

color

」
で
す
。
薬
師
祭
へ
お
越

し
く
だ
さ
る
皆
様
の
「
色
」
と
、

自
治
医
大
の
学
生
の
「
色
」
と
が

混
ざ
り
合
っ
て
、
さ
ら
に
彩
り
の

あ
る
学
校
祭
に
な
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
催
日
は
、
10
月
11
日
㈮
、
12

日
㈯
13
日
㈰
の
3
日
間
で
す
。
ぜ

ひ
、
薬
師
祭
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
！

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

第
42
回
薬
師
祭
実
行
委
員
長  

医
学
部
5
年  

榎
木 

康
人

■
バ
ザ
ー
物
品
提
供
の
お
願
い

10
月
13
日
㈰
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

毎
年
多
く
の
方
々
に
バ
ザ
ー
の

物
品
を
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
収
益
金
は
、
全
て
日
本
赤

十
字
社
に
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
バ
ザ
ー
物
品
提
供
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
物
品
の
受
付
期
間
は
7

月
15
日
㈪
か
ら
9
月
30
日
㈪
ま
で

で
す
。

物
品
を
提
供
さ
れ
る
方
は
、
都

合
が
合
う
日
に
、
私
た
ち
学
生
が

受
け
取
り
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

バ
ザ
ー
部
門
長

医
学
部
1
年　

小
眞
頼 
明
斗

kusushi42@
yahoo.co.jp

　
☎
0
8
0（
6
6
1
9
）5
1
3
7

■
球
技
大
会
参
加
団
体
の
募
集

10
月
13
日
㈰
の
午
前
10
時
よ
り
、

自
治
医
科
大
学
の
野
球
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
に
お
い

て
、
薬
師
祭
球
技
大
会
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
）
を
開
催

し
ま
す
。

毎
年
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
も
学

外
の
団
体
参
加
者
を
受
け
付
け
ま

す
。な

お
、
参
加
の
受
付
期
間
は
7

月
15
日
㈪
か
ら
8
月
31
日
㈯
ま
で

で
す
。

参
加
希
望
の
ご
連
絡
、
質
問
・

意
見
な
ど
は
、
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

大
運
動
会
部
門
長

医
学
部
3
年　

内
田 

晃
史

m
11012ku@

jichi.ac.jp

■
一
般
企
画
参
加
団
体
の
募
集

10
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
、
薬
師

祭
に
出
店
、
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
企

画
等
に
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

毎
年
、
こ
の
企
画
に
学
外
か
ら

も
多
く
の
団
体
が
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
募
集
締
め
切
り
は
、
7

月
6
日
㈯
ま
で
で
す
。

参
加
希
望
の
ご
連
絡
、
質
問
・

意
見
な
ど
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

一
般
企
画
部
門
長

医
学
部
4
年　

水
野 
隼
人

ippan-kikaku@
jichi.ac.jp

　
☎
0
8
0（
6
6
1
9
）5
5
7
8

自
治
医
科
大
学
第
42
回
薬く

す

師し

祭さ

い

実
行
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ
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ベ
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ら
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集
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談

就　
　

職

お
知
ら
せ

平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
つ
い
て
の
お
願
い

10
月
1
日
、
全
国
で
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
住
宅
・
土
地
に
関
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
国
や
都

道
府
県
・
市
区
町
村
が
住
生
活
基

本
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど

を
立
案
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料

と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
世

帯
に
は
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査

員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作

成
す
る
た
め
の
み
に
使
用
す
る
も

の
で
、
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

外
国
人
住
民
の
方
に
つ
い

て
も「
住
基
ネ
ッ
ト
」な
ど

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す

37
月
8
日
よ
り
外
国
人
住
民
の

方
に
つ
い
て
も
、
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基

ネ
ッ
ト
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
の
交
付
、公
的
個
人
認
証
（
電

子
証
明
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
住
基
ネ
ッ
ト
運
用
開
始

に
伴
い
、
7
月
8
日
時
点
で
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
が
あ
る
外
国
人

住
民
の
方
に
、
住
民
票
コ
ー
ド
を

7
月
下
旬
頃
に
通
知
し
ま
す
。　

※ 

国
の
行
政
機
関
か
ら
住
民
票

コ
ー
ド
の
記
載
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
通
知
を

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
役
所
市
民
課

☎（
40
）5
5
5
7

○
外
国
人
住
基
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0（
0
6
6
）6
3
0

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

　

☎
0 

3（
6
3
0
1
）1
3
3
7

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止
の
お
知
ら
せ

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
が
次
の
と
お
り
停
止

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
の

手
続
き

○
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間　

7
月
29
日
㈪
〜
30
日
㈫

○
停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効
手

続
き
（
有
効
期
間
満
了
に
伴
う
更

新
手
続
き
を
含
む
）

■
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
部

停
止

○
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間

7
月
26
日
㈮
〜
30
日
㈫

○
停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

• 

利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト

を
利
用
し
た
自
己
の
電
子
証
明

の
有
効
性
確
認
、
オ
ン
ラ
イ
ン

失
効
申
請

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
に
よ
る
自
己

の
電
子
証
明
書
の
有
効
性
確
認
、

オ
ン
ラ
イ
ン
失
効
申
請

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
☎（
40
）5
5
5
7

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

市
で
は
情
報
公
開
の
推
進
と
積

極
的
な
情
報
提
供
、
個
人
情
報
保

護
の
厳
格
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
中
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は
？

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

を
「
行
政
と
市
民
の
共
通
の
情
報

資
産
」
と
し
て
公
開
し
て
い
く
制

度
で
、
市
民
が
公
開
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

保
有
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
規
定
し
、
保
有
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

●情報公開制度

公開請求
件　数

決　定　内　容

公開 部分
公開

請求拒否

非公開 不回答 不存在 その他

6 3 2 1 0 0 0

●個人情報保護制度
個人情報の開示・訂正・利用停止請求はありませんでした。
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自
治
医
大
駅
東
連
絡
橋

改
修
工
事
に
伴
う
全
面

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

4Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
東
口
か
ら
自

治
医
大
駅
自
転
車
駐
車
場
に
架
か

る
連
絡
橋
に
つ
い
て
、
塗
装
修
繕

工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、

連
絡
橋
は
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
、
左

図
の
と
お
り
迂
回
を
お
願
い
し
ま

す
。ご

不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

7
月
下
旬
〜
9
月
上
旬（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課
☎（
40
）5
5
5
5

納
税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知

書
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税

（
当
初
・
過
年
度
）
の
納
税
通
知

書
を
7
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
。

7
月
以
降
に
加
入
・
脱
退
等
の
手

続
き
を
さ
れ
た
方
へ
は
8
月
以
降

に
税
額
変
更
の
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
。

※ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退

す
る
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
お
早
め
に
市
民
課
各
窓

口
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
納
入
通
知
書

平
成
25
年
度
保
険
料
の
納
入
通

知
書
を
7
月
16
日
㈫
に
発
送
し
ま

す
。
な
お
、
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
お
知

ら
せ
（
10
月
か
ら
翌
年
8
月
ま
で

の
金
額
）
は
、
9
月
に
発
送
予
定

で
す
。

ま
た
、
所
得
の
更
正
に
よ
り
保

険
料
が
減
額
に
な
っ
た
時
や
、
転

入
・
転
出
な
ど
に
よ
り
、
納
付
方

法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎（
40
）5
5
5
4

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

の
申
請
・
届
出
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

市
で
行
っ
て
い
る
各
種
申
請
の

う
ち
、
添
付
書
類
な
ど
を
伴
わ
な

い
も
の
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請
・
届
出
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
左
側

「
サ
ー
ビ
ス
」
内
の
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
・
届
出
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
主
な
も
の

・
市
政
へ
の
提
案
書

・
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

・
上
下
水
道
開
始
・
中
止
届

・ 
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

と
き
の
届
出

・ 

道
路
反
射
鏡
（
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
）・
防
犯
灯
の
修
繕
依
頼

・
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

「
下
野
市
学
校
適
正
配
置

基
本
計
画
骨
子（
案
）」が

教
育
委
員
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た

下
野
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
6
月
に

設
置
さ
れ
た
「
下
野
市
学
校
適
正

配
置
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」
に

お
い
て
、
審
議
・
作
成
さ
れ
ま
し

た
「
基
本
計
画
骨
子（
案
）」
が
、

5
月
16
日
開
催
の
教
育
委
員
会
に

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
骨
子
の
内
容
に
つ
い

て
、
地
域
ご
と
の
説
明
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
平
成
25
年
度

中
に
「
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ご
と
の
説
明
会
に
つ
き
ま

し
て
は
別
途
通
知
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証（
保
険
証
）を
郵
送
し

ま
す

現
在
、
お
使
い
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
7
月
31
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
7
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
8
月
1
日
以

降
は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
2

見 本
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精
神
保
健
福
祉
家
族
会

の
お
知
ら
せ

下
野
市
で
は
、
心
の
病
を
抱
え

た
方
と
共
に
生
活
を
し
て
い
る
家

族
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、

年
4
回
の
精
神
保
健
福
祉
家
族
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

病
気
の
こ
と
、
薬
の
こ
と
、
家

族
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
…
話
し

合
い
、
語
り
合
う
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
精
神
保
健
福
祉
士

や
病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
精

神
科
医
師
の
講
話
な
ど
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
嬉
し
か
っ
た
こ

と
も
大
変
だ
っ
た
こ
と
も
、
一
緒

に
分
か
ち
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
入
会
を
い
つ
で
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日　

時

5
月
、
8
月
、
11
月
、
2
月
の

第
4
水
曜
日

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■
会　

場

き
ら
ら
館　

研
修
室　

（
内
容
に
よ
っ
て
変
更
と
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

■
対　

象

精
神
疾
患
を
も
つ
方
の
ご
家
族

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
2

平
成
24
年
中
に
家
屋
を
新

築
等
に
よ
り
取
得
さ
れ
た

方
へ

　

平
成
24
年
中
に
家
屋
を
新
築
及

び
増
築
さ
れ
た
方
に
対
し
、
7
月

に
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。納

税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付

さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
（
7
月
31

日
㈬
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口
に

て
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
税
事
務
所

不
動
産
取
得
税
担
当

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
3

中
小
企
業
季
節
資
金（
夏
季
資

金
）融
資
利
用
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
の
皆
様
に
夏
季
の
運

転
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
融
資
対
象
者

県
内
に
1
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等

■
資
金
の
使
い
み
ち

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支

払
い
等

■
融
資
条
件

・
融
資
額

企
業　

1
千
万
円
以
内

団
体　
　

1
億
円
以
内

・
融
資
利
率

年
2
．0
％
以
内

※
た
だ
し
、

保
証
付
責
任
共
有
制
対
象
外

年
1
．5
％
以
内

保
証
付
責
任
共
有
制
対
象

 

年
1
．7
％
以
内

・
融
資
期
間

11
月
1
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
先

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
及
び
信
用
組
合
の
営
業

店■
申
込
期
間

7
月
31
日
㈬
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
、
栃
木

県
経
営
支
援
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
1
8
1

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

■
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
っ

て
？社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

■
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非

行
を
防
ぐ

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日

の
よ
う
に
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
は
す
べ
て
の
人

の
願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を

な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
、
あ
や
ま

ち
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ

と
も
確
か
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決

意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ

て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行

を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家

庭
や
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
ま
た
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
の
で
す
。

■
み
ん
な
で
参
加
を

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支

え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ

て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
、
今
年
で
63
回
目

を
迎
え
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
を
つ

く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

考
え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。犯

罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。
安
全
で
安
心
な
地
域

づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め
ま
し

ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
2

７月は
社会を明るくする
運動強調月間です
犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える
地域のチカラ
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個
人
事
業
税
の
納
税
に

つ
い
て

平
成
24
年
中
に
個
人
で
事
業
を

営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
2
9
0
万
円
を
引
い

た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金
額

と
な
り
ま
す
。

■
税
率

○
第
１
種
事
業

　

 

物
品
販
売
業
、
製
造
業
、
不
動

産
貸
付
業　

等 

5
／
1
0
0

○
第
２
種
事
業

　

 

畜
産
業
、
水
産
業
、
薪
炭
製
造

業 

4
／
1
0
0

○
第
３
種
事
業

　

 

医
業
、
弁
護
士
業
、
理
美
容
業

等 

5
／
1
0
0

　

 

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の

業　

等 

3
／
1
0
0

■
納
期
限

第
一
期
分
の
納
付
書
を
8
月
に

発
送
し
ま
す
。

第
一
期
分
の
納
期
限
は
、
9
月

2
日
㈪
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
期
分
の
納
付
書
は
11

月
上
旬
に
発
送
と
な
り
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
今
年
度
の
二
期

分
（
11
月
）
か
ら
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
の
で
、
お
取
引
先
の
金

融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

個
人
事
業
税
担
当

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
4

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課（
48
）２
１
２
１

県
内
の
雨
量
・
河
川
水
位

情
報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

河
川
の
急
な
増
水
や
土
砂
災
害
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
栃
木
県
で
は
、
県
内
の

雨
量
・
河
川
水
位
情
報
等
を
配
信

し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン

http://w
w
w
.dif.pref.
tochigi.lg.jp/

携
帯
電
話

http://w
w
w
.dif.pref.

tochigi.lg.jp/m
/

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
土
整
備
部
河
川
課

防
災
担
当

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
4
5

無
人
ヘ
リ
に
よ
る

水
稲
防
除
を
行
い
ま
す

（
南
河
内
地
区
）

水
稲
の
カ
メ
ム
シ
類
等
が
大
発

生
し
米
の
品
質
が
低
下
し
て
お
り

ま
す
。
一
斉
防
除
す
る
た
め
、
無

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の

散
布
を
行
い
ま
す
。

散
布
に
当
た
っ
て
は
万
全
の
注

意
を
は
ら
い
ま
す
が
、
危
被
害
防

止
の
た
め
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
散
布
日
程

8
月
6
日
㈫
〜
9
日
㈮
の

4
日
間

■
散
布
予
定
時
刻

午
前
4
時
30
分
頃
〜
正
午
頃

■
散
布
箇
所

白
旗
が
立
っ
て
い
る
水
稲
の
ほ

場
へ
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
主
要
道
路
、
通
学
路
、
住
宅
周

　

辺
は
早
朝
に

　

散
布
し
ま
す
。

・
雨
天
、
強
風

　

等
で
散
布
日

　

が
翌
日
に
順

　

延
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
農
協
水
稲
病
害
虫
防
除

推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や

南
河
内
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

☎（
48
）2
2
1
5

野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん

メ
ジ
ロ
や
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
野

鳥
は
自
然
生
態
系
の
一
員
で
あ
り
、

私
た
ち
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え

て
く
れ
る
存
在
で
す
。
し
か
し
、

野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

か
わ
い
ら
し
い
か
ら
手
元
で
飼
い

た
い
、
と
い
う
の
は
、
自
由
に
生

き
る
野
鳥
の
権
利
を
う
ば
う
、
許

さ
れ
な
い
考
え
で
す
。
野
鳥
の
愛

ら
し
い
姿
や
鳴
き
声
は
、
野
外
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

野
鳥
を
捕
っ
た
り
飼
っ
た
り
す

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
南
地
区
野
生
鳥
獣
捕
獲
・
飼

養
連
絡
会
（
県
南
環
境
森
林
事
務

所
内
）

☎
0
2
8
3（
23
）1
4
4
1

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

採水場所 セシウム134 セシウム137
基準値（セシウム134
および137の合計） 10Bq／kg

水
道
施
設

６
月
４
日
㈫

南河内第１配水場 不検出 不検出
石橋第１配水場 不検出 不検出
国分寺第１配水場 不検出 不検出
南河内第２配水場 不検出 不検出
石橋第２配水場 不検出 不検出
国分寺第２配水場 不検出 不検出

QRコード

募　
　

集
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平
成
25
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
更

新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
更
新
講
習
会
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効

期
限
が
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

の
方
。
ま
た
は
、
有
効
期
限
が
平

成
25
年
3
月
31
日
で
切
れ
、
現
在

資
格
が
失
効
し
て
い
る
方
。

くらしの情報

講座名 定員 実施期間 受講料

第二種電気工事士
試験準備講習(実技)①

各
回
20
名

7月9日㈫～11日㈭
午前9時～午後4時

4,820円
(栃木県収入証
紙にてお支払い
ください｡）

第二種電気工事士
試験準備講習(実技)②

7月23日㈫～25日㈭
午前9時～午後4時

アーク溶接特別教育 7月31日㈬～8月2日㈮
午前9時～午後5時

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

■
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
7
月
31
日
㈬

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
書
類

6
月
下
旬
に
公
益
財
団
法
人
と

ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
本

人
あ
て
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
1

0
9
7
4

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0

2

公
益
財
団
法
人

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

☎
0
2
8（
6
2
6
）3
1
8
7

　
　

平
成
25
年
度
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

■
日　

時

10
月
31
日
㈭

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所

栃
木
県
自
治
会
館

（
宇
都
宮
市
昭
和
1

2

16
）

■
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
8
月
30
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
書
類
の
配
付

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
及
び
下
野
市
役
所
下

水
道
課
（
☎（
48
）2
1
2
3
）
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
1

0
9
7
4

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0

2

公
益
財
団
法
人

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

☎
0
2
8（
6
2
6
）3
1
8
7

平
成
25
年
度
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
講
習
会
及
び

模
擬
試
験
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す

■
日　

時

9
月
24
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

■
場　

所

栃
木
県
自
治
会
館

（
宇
都
宮
市
昭
和
1

2

16
）

■
申
し
込
み
受
付
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
8
月
30
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
書
類
の
配
付

公
益
財
団
法
人
と
ち
ぎ
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
及
び
下
野
市
役
所
下

水
道
課
（
☎（
48
）2
1
2
3
）
で

配
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
試
験

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
1

0
9
7
4

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0

2

公
益
財
団
法
人

と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
修
課

☎
0
2
8（
6
2
6
）3
1
8
7

県
南
産
業
技
術
専
門
校

「
技
能
講
習
会
」の
開
催

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校
で
は
、
次
の
と
お
り
技
能
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
締
め
切
り

各
講
座
開
催
日
の
1
週
間
前

■
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
0
2
8
4（
91
）0
8
0
3

回 日　時 会　場
第1回 10月 2日㈬ 

午
後
2
時
〜
4
時

矢板市文化会館
第2回 10月 8日㈫ 佐野市文化会館
第3回 10月 9日㈬ 矢板市文化会館
第4回 10月15日㈫ 宇都宮市文化会館
第5回 10月20日㈰ 宇都宮市文化会館
第6回 10月24日㈭ 佐野市文化会館
第7回 10月28日㈪ 宇都宮市文化会館
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栃
木
県
立
盲
学
校
か
ら

の
お
知
ら
せ

栃
木
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚

に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
学
校

公
開
や
体
験
学
習
等
を
実
施
し
ま

す
。

■
学
校
公
開
（
運
動
会
の
見
学
）

9
月
21
日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
2
時

※
事
前
申
し
込
み
要
。

■
体
験
学
習

•
小
学
部
・
高
等
部
：

 
 
 
 
 

9
月
27
日
㈮

・
中
学
部
：
10
月
4
日
㈮

・
幼
稚
部
：
11
月
6
日
㈬

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
。

※
事
前
申
し
込
み
要
。

■
教
育
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日
の

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
専
攻
科
入
学

入
学
対
象
者
は
、
両
眼
の
矯

正
視
力
が
概
ね
0
．3
未
満
の
方
、

視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高

度
な
方
、
そ
の
他
将
来
点
字
に
よ

る
学
習
な
ど
教
育
上
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
方
。（
中
途
で
視
覚
に

障
が
い
が
生
じ
た
方
も
入
学
し
て

い
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
立
盲
学
校

☎
0
2
8（
6
5
2
）2
3
3
1

「
福
祉
職
ス
タ
ー
ト
土
曜

講
座
」の
ご
案
内

■
対
象
者

福
祉
職
未
経
験
者
、
他
分
野
か

ら
の
転
職
を
考
え
て
い
る
方
、
福

祉
系
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
福
祉

職
の
経
験
が
少
な
い
方
な
ど

■
会
場

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
3
階

社
会
会
議
室

（
宇
都
宮
市
若
草
1

10

6
）

■
講
座
日
程

・
第
１
回　

７
月
20
日
㈯

高
齢
分
野

・
第
２
回　

８
月
17
日
㈯

障
が
い
分
野

・
第
３
回　

９
月
21
日
㈯

児
童
分
野

・
第
４
回　

10
月
19
日
㈯

高
齢
分
野

・
第
５
回　

11
月
16
日
㈯

障
が
い
分
野

・
第
６
回　

12
月
21
日
㈯ 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
履
歴
書

の
書
き
方
、身
だ
し
な
み
、面
接
術
）

■
時　

間

各
回
と
も

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
定　

員

各
回
20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
参
加
費　
　

無
料

■
申
し
込
み
方
法

氏
名
、
電
話
番
号
、「
参
加
希

望
の
回
」
を
福
祉
人
材
・
研
修
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
F
A
X
に

よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

長
年
ご
使
用
の
扇
風
機

は
、よ
く
点
検
を
お
願
い

し
ま
す

扇
風
機
の
使
用
時
に
「
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
て
も
フ
ァ
ン
が
回
ら
な

い
。」「
フ
ァ
ン
が
回
っ
て
も
異
常

に
回
転
が
遅
か
っ
た
り
不
規
則
。」

な
ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

異
常
が
あ
る
状
態
で
使
用
す
る

と
、
発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
異
常
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
会
法
人

日
本
電
機
工
業
会

☎
0 

3（
3
5
5
6
）5
8
8
7

http://w
w
w
.senpu-ki.jp/

募　

集

下
野
市
政
治
倫
理
審
査
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す

「
下
野
市
政
治
倫
理
審
査
会
」は
、

市
議
会
議
員
が
「
下
野
市
議
会
議

員
政
治
倫
理
条
例
」
に
規
定
す
る

政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す
る
疑
い

が
も
た
れ
、
市
民
か
ら
調
査
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
調
査
、
審
査
す

る
機
関
で
す
。

■
委
員
の
任
期　

委
嘱
か
ら
２
年

■
会
議
開
催
は
、
調
査
請
求
の
あ

っ
た
場
合
に
開
催
し
ま
す
。

■
報
酬　
　

日
額
６
，０
０
０
円

■
応
募
資
格

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、

会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
市
で

設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

及
び
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
職
員
で
な
い
こ
と
。

■
募
集
人
員　

３
名

■
応
募
方
法

総
務
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

７
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

■
選
考
方
法

市
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が

委
嘱
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、
後

日
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
総
務
課

〒
３
２
９

０
４
９
２

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

☎（
40
）５
５
５
１

soum
u@
city.
shim

otsuke.lg.jp 

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
場

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

あ
つ
ま
れ
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
し
て
い

る
団
体
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0
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くらしの情報

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

■
募
集
期
間

7
月
10
日
㈬
〜
31
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

■
募
集
住
宅

下
野
市
小
金
井
2
丁
目
1

1

Ｂ
棟

1
（
3
Ｄ
Ｋ　

1
戸
）

■
入
居
資
格

・ 

原
則
と
し
て
、
同
居
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
。（
た
だ
し
、
老
人
・
障
が

い
者
の
方
等
は
単
身
入
居
可
）

・ 

月
額
所
得
が
基
準
額
以
内
で
あ

　

る
こ
と
。（
一
般
世
帯
：
15
万
8

　

千
円
・
障
が
い
者
等
の
世
帯
：

 

21
万
4
千
円
）

・ 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と
。

・ 

原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
ま
た
は
、
勤
務
場
所

を
3
年
以
上
有
す
る
方

・ 

市
税
及
び
市
の
収
納
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
。

・ 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
独
立

の
生
計
を
営
み
、
申
込
者
と
同

等
以
上
の
収
入
を
有
す
る
連
帯

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方
。

・ 

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
、
も
し

く
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
暴
力
団
で
な
い
こ
と
。

■
申
込
書
類

・
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本

• 

収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
税
金

の
完
納
を
証
明
す
る
書
類
（
完

納
証
明
書
等
）　　
　
　
　

・ 
収
入
の
あ
る
方
の
全
員
の
源
泉

徴
収
票
ま
た
は
所
得
証
明
書

•
そ
の
他
必
要
と
な
る
書
類

■
選
考
方
法

住
宅
困
窮
度
の
高
い
方
か
ら
優

先
し
ま
す
。
た
だ
し
、
困
窮
順
位

が
定
め
難
い
場
合
は
公
開
抽
選
と

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

都
市
計
画
課
窓
口
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
メ
ー
ル
等

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

※ 

書
類
の
不
足
や
不
備
が
あ
る
場

合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎（
48
）2
1
1
4

統
計
調
査
員
の

登
録
者
募
集

国
で
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
各

種
統
計
調
査
を
行
う
た
め
、
地
域

の
該
当
さ
れ
る
方
等
を
訪
問
す
る

統
計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
資
格

・ 

20
歳
以
上
の
方
で
、
税
務
・
警

察
・
選
挙
業
務
に
従
事
し
て
い

な
い
方
で
、
平
日
に
開
催
す
る

説
明
会
等
に
参
加
で
き
る
方

・ 

調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
の

秘
密
を
保
持
で
き
る
方

■
手　

当

調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
概
ね
3
〜
5
万
円
程
度
の
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
総
合
政
策
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
）
に

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
さ
れ
た
調
査
員
の
方
か
ら

優
先
に
調
査
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
4
9
2

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

総
合
政
策
課

☎（
40
）5
5
5
0

（
40
）5
5
7
2

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
地
産
地
消
応
援
団

平
成
25
年
度
第
２
期
募
集

■
下
野
市
地
産
地
消
応
援
団
と
は

下
野
市
産
農
畜
産
物
や
加
工
品

を
積
極
的
に
販
売
・
提
供
し
て
、

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
47
事
業
所
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
応
援
団
に
な
れ
る
方

下
野
市
産
農
畜
産
物
を
販
売
・

提
供
す
る
店
舗
や
給
食
を
提
供
し

た
り
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業

所
や
個
人
の
方

■
経　

費　
　

無
料

■
第
２
期
募
集
締
め
切
り

10
月
31
日
㈭

■
認
定
期
間

辞
退
の
申
し
出
を
す
る
ま
で

■
申
込
用
紙

農
政
課
窓
口
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

事
務
局
（
農
政
課
）

☎（
48
）2
1
4
3

裁
判
所
職
員
採
用
一
般

職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

裁
判
所
で
は
、
平
成
25
年
度
裁

判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高

卒
者
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

平
成
25
年
4
月
1
日
に
お
い
て

高
等
学
校
卒
業
後
2
年
以
内
の
方

及
び
平
成
26
年
3
月
ま
で
に
高
等

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

（
平
成
25
年
4
月
1
日
に
お
い
て

中
学
校
卒
業
後
2
年
以
上
5
年
未

満
の
方
も
受
験
可
）

■
受
付
期
間

7
月
16
日
㈫
〜
25
日
㈭

■
試
験
日

9
月
15
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
人
事
第
一
係

☎
0
2
8（
3
3
3
）0
0
0
5
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くらしの情報

平
成
26
年
度
下
野
市

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
高
等
学
校
・
大
学
】

無
利
子
の
貸
付
で
す

5
■
受
付
期
間

9
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

■
申
請
資
格

⑴
〜
⑹
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方

⑴ 

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及

び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含

む
）、　

大
学
（
短
期
大
学
及
び

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
含

む
）
に
在
学
、
ま
た
は
入
学
し

よ
う
と
す
る
方

⑵ 

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が
あ

り
、
品
行
方
正
な
方

⑶ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
方

⑷ 

確
実
な
連
帯
保
証
人
を
2
名
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護

者
及
び
県
内
在
住
者
1
名
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
⑸ 

保
護
者
が
下
野
市
に
1
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑹ 

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付
ま

た
は
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
貸
付
額
（
無
利
子
）
及
び
予
定

人
数

•
高
等
学
校
奨
学
生

月
額
1 

5
，0
0
0
円

（
5
名
程
度
）

•
大
学
奨
学
生

月
額
3 

0
，0
0
0
円

（
10
名
程
度
）

※ 
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
3

月
に
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
貸
付
期
間

正
規
の
修
業
期
間

※ 

本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分
ま

と
め
て
年
2
回
振
込
み
ま
す
。

■
償
還
方
法

卒
業
後
1
年
間
据
置

据
置
期
間
後
、
貸
付
期
間
の
2

倍
の
期
間
内
に
償
還
（
年
賦
ま
た

は
半
年
賦
）

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

教
育
総
務
課（
石
橋
庁
舎
2
階
）、

各
市
民
課
窓
口
、
各
図
書
館
、
各

公
民
館
、
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ

ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

平
成
25
年
度
下
野
市
緊
急

在
学
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

【
高
等
学
校
・
大
学
】

無
利
子
の
貸
付
で
す

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家

計
に
著
し
い
影
響
を
受
け
た
た
め
、

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

7
月
1
㈪
〜

平
成
26
年
2
月
28
日
㈮

■
申
請
資
格

⑴
〜
⑹
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方

⑴ 

申
請
日
前
の
1
年
以
内
に
、
左

記
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
発

生
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
の
継
続
が
困
難
な
方

　
 （

主
た
る
家
計
支
持
者
が
、
死

亡
・
疾
病
・
失
職
・
被
災
等
に

よ
り
、
家
計
に
著
し
い
影
響
を

受
け
た
場
合
）

⑵ 

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及

び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含

む
）、
大
学
（
短
期
大
学
及
び

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
含

む
）
に
在
学
し
て
い
る
方

⑶ 

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が
あ

り
、
品
行
方
正
な
方

⑷ 

確
実
な
連
帯
保
証
人
を
2
名
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護

者
及
び
県
内
在
住
者
1
名
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上
の

方
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
⑸ 

保
護
者
が
下
野
市
に
1
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑹ 

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付
ま

た
は
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
貸
付
額
（
無
利
子
）

・
高
等
学
校
奨
学
生

　

月
額
1 

5
，0
0
0
円

・
大
学
奨
学
生

月
額
3 

0
，0
0
0
円

■
貸
付
期
間

正
規
の
修
業
期
間

※ 

本
人
名
義
の
口
座
に
半
年
分
ま

と
め
て
年
2
回
振
込
み
ま
す
。

■
募
集
要
項
等
配
付
場
所

教
育
総
務
課
、
各
市
民
課
窓
口
、

各
図
書
館
、
各
公
民
館
、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
☎（
52
）1
1
1
7

臨
時
保
育
士
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

時
給
1
，0
5
0
円（
通
勤
割
増

賃
金
・
時
間
外
勤
務
手
当
有
）

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
7
時
〜
午
後
7
時
の
う
ち

7
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
5
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

　

（
52
）1
1
3
7

jidoufukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp
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石
橋
地
区
消
防
組
合

職
員
募
集

■
採
用
予
定
職
種

消
防
吏
員

（
消
防
・
救
急
救
命
士
）

■
採
用
予
定
人
員　

9
名
程
度

■
受
験
資
格

○
消
防

昭
和
60
年
4
月
2
日
〜
平
成
8

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
救
急
救
命
士

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、救
急
救
命
士
法（
平

成
3
年
法
律
第
36
号
）
に
よ
り
救

急
救
命
士
の
免
許
を
取
得
し
て
い

る
方

※ 

た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
、

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い

方
〈
欠
格
条
項
〉

• 

成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

• 

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
の
方

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

• 

石
橋
地
区
消
防
組
合
職
員
と
し

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、

当
該
処
分
の
日
か
ら
2
年
を
経

過
し
な
い
方

• 

日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

■
募
集
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
31
日
㈬

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
日

祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）

※ 

申
込
書
は
、
消
防
本
部
・
消
防

署
・
壬
生
分
署
・
上
三
川
分
署
・

安
塚
分
遣
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

 　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
Ａ
4
対
応
角
2

封
筒
に
宛
先
を
明
記
し
1
2
0

円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
。）
を

同
封
し
、
封
筒
表
に
「
試
験
案

内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
1
次
試
験
（
日
時
・
会
場
）

9
月
22
日
㈰

教
養
試
験
：
午
前
8
時
30
分
〜

白
鴎
大
学
（
小
山
市
）

体
力
試
験
：
午
後
1
時
30
分
〜

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

※ 

第
1
次
試
験
合
格
者
に
第
2
次

試
験
の
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
☎（
53
）0
5
0
9

http://w
w
w
.119-ifd.or.jp/

栃
木
県
人
権
施
策
推
進

審
議
会
委
員
募
集

■
募
集
人
数　

2
名
以
内

■
応
募
で
き
る
方

① 

栃
木
県
内
に
在
住
の
方
で
平
成

25
年
7
月
1
日
現
在
、
満
年
齢

20
歳
以
上
の
方

② 

年
2
回
程
度
開
催
さ
れ
る
当
審

議
会
に
出
席
で
き
る
方

※ 

公
務
員
、
栃
木
県
の
他
の
審
議

会
・
協
議
会
等
の
委
員
の
方
は

除
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

次
の
2
つ
の
書
類
を
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
応
募
申
込
書

② 

作
文
「
私
が
考
え
る
人
権
が

尊
重
さ
れ
た
社
会
に
つ
い
て
」

8
0
0
字
程
度
（
様
式
自
由
）

■
応
募
期
間

7
月
1
日
㈪
〜
26
日
㈮（
必
着
）

※ 

選
考
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
0

8
5
0
1

宇
都
宮
市
塙
田
1

1

20

栃
木
県
県
民
生
活
部

人
権
施
策
推
進
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
0
2
7

 

0
2
8（
6
2
3
）3
0
2
8

jinken@
pref.tochigi.lg.jp

第
6
回
下
野
市
書
道
連
盟

展
会
員
・
出
品
募
集

高
校
生
以
上
で
、
書
道
に
興
味

の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
出
品
が
で
き
ま
す
。

下
野
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
方

も
歓
迎
！

■
年
会
費

　

1
，0
0
0
円

　
（
高
校
生
無
料
）

出
品
料
3
，0
0
0
円

■
日　

時

9
月
13
日
㈮
〜
16
日（
月
・
祝
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

※
初
日
は
午
後
1
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

■
会　

場

グ
リ
ム
の
館

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
書
道
連
盟

☎（
48
）2
0
6
8

栃
木
県
芸
術
祭
文
芸
賞

作
品
募
集

平
成
25
年
度
第
67
回
栃
木
県
芸

術
祭
文
芸
賞
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
作
品

創
作
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳

■
応
募
条
件

高
校
生
以
上
の
県
内
在
住
者
、

勤
務
（
通
学
）
者
及
び
本
県
出
身

者
で
未
発
表
の
作
品

■
応
募
締
切

7
月
19
日
㈮
当
日
消
印
有
効

■
募
集
要
項

県
文
化
協
会
、
各
市
町
教
育
委

員
会
、
図
書
館
、
公
民
館
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
市
町
文
化
協
会

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
0

8
5
3
0

宇
都
宮
市
本
町
1

8

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　

栃
木
県
文
化
協
会
事
務
局

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
2
8
8

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
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M
usic M

ake

演
奏
会
員
・
協
力
会
員
募
集

■
目　

的

・ 

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
共
有
で

き
る
場
の
提
供

・ 

下
野
市
内
、
及
び
周
辺
に
お
け

る
非
営
利
演
奏
活
動

■
入
会
条
件

右
記
目
的
に
同
意
し
て
い
た
だ

け
る
方

・ 

演
奏
会
員
…
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
両
分
野
で
演
奏
可
能
な
方

で
、
弦
楽
器
・
管
楽
器
・
声
楽

及
び
ピ
ア
ノ
等
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
基
本
と
し
、
5
年
以
上
の

活
動
経
験
者

• 

協
力
会
員
…
演
奏
活
動
サ
ポ
ー

ト
（
宣
伝
等
）

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
津

　
☎
0
9
0（
4
2
1
7
）0
2
0
4

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
、

平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予

定
で
す
（
昨
年
8
月
、
関
連
法
が

国
会
で
成
立
し
ま
し
た
）。

新
制
度
は
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
創
設
さ
れ
、
次
の
3
つ
を
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
平
成
25
・
26
年
度
で
策
定
す

る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
同
計
画
や
保
育
施
設

等
の
定
員
を
調
査
審
議
す
る
合
議

制
の
機
関
と
し
て
下
野
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
、

子
ど
も
の
保
護
者
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
の
従
事

者
、
学
識
経
験
者
な
ど
15
名
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

同
会
議
は
計
画
策
定
後
も
子
育

て
支
援
施
策
の
実
施
状
況
を
調
査

審
議
す
る
な
ど
継
続
し
て
点
検
・

評
価
・
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
重

要
な
機
関
と
な
り
ま
す
。

下
野
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
内　

容

• 

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
関
す
る
こ
と
。 

・ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
、
施
策
の
実
施
状
況
に

関
す
る
こ
と
。

・ 

保
育
施
設
の
定
員
等
に
関
す
る

こ
と
。

■
任　

期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
27
年
3
月

31
日
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

開
催
回
数
は
国
の
動
向
に
よ
り

増
減
し
ま
す
。
25
、
26
年
度
は
計

画
策
定
に
関
す
る
審
議
が
あ
る
た

め
、
最
大
で
年
4
回
程
度
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
1
回
の
会
議
は
9
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数　

3
名

■
募
集
期
間

7
月
8
日
㈪
〜
26
日
㈮

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員
で

な
い
こ
と

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

の
職
員
で
な
い
方

■
応
募
方
法

児
童
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
児

童
福
祉
課
ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は

返
却
し
ま
せ
ん
。

■
報　

酬

日
額
6
，0
0
0
円

（
委
員
長
は
7
，0
0
0
円
）

■
選　

考

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
3
2
9

0
5
9
4

下
野
市
石
橋
5
5
2
番
地
4

下
野
市
児
童
福
祉
課

☎（
52
）1
1
1
4

（
52
）1
1
3
7

jidoufukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
を
目
指
し
て

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置
！

① 

質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
の

総
合
的
な
提
供

② 

保
育
の
量
的
拡
大
・

　

確
保

③ 

地
域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

相　

談

高
次
脳
機
能
障
害

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
や
脳
卒
中
等
に
よ
る

脳
の
損
傷
が
原
因
で
、
新
し
い
こ

と
が
覚
え
ら
れ
な
い
、
単
純
な
ミ

ス
が
多
く
な
る
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
等
の

症
状
で
お
困
り
の
方
の
保
健
・
福

祉
相
談
で
す
。

■
日　

時

8
月
22
日
㈭

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※ 

相
談
は
予
約
制
で
す
。
8
月
15

日
ま
で
に
お
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
会　

場

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

高
次
脳
機
能
障
害
を
も
つ
本
人

ま
た
は
家
族
の
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

高
次
脳
機
能
障
害
支
援
担
当　

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）6
1
1
4

司
法
書
士
無
料
法
律

相
談
会
の
開
催

■
相
談
内
容

• 

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
遺

言
、
売
買
、
贈
与
な
ど
）

• 

商
業
・
法
人
登
記
関
係
（
会
社
・

法
人
設
立
、
会
社
・
法
人
変
更
、

定
款
変
更
な
ど
）

• 
多
重
債
務
関
係
（
債
務
整
理
、

過
払
い
金
返
還
請
求
、
民
事
再

生
、
自
己
破
産
）

• 

裁
判
手
続
き
関
係
（
1
4
0
万

円
を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の

民
事
裁
判
手
続
き
）

•
成
年
後
見
関
係

■
相
談
日

7
月
24
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会　

場

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

（
下
野
市
小
金
井
7
8
9
番
地
）

■
相
談
時
間

1
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
先

小
杉
司
法
書
士
事
務
所　

☎（
21
）6
3
1
2

■
問
い
合
わ
せ
先

○
下
野
市
薬
師
寺
3
3
1
1
番
地
23

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

監
事　

小
杉
孝
一

小
杉
司
法
書
士
事
務
所

☎（
21
）6
3
1
2

○
下
野
市
医
大
前
3
丁
目
10

13

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

支
部
長　

飯
島
陽
子　

飯
島
陽
子
司
法
書
士
事
務
所

☎（
44
）4
9
1
7

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
ま
す
。

■
日　

時

7
月
25
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室
2

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

（
定
員
4
名
）　

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

行
政
書
士
会
小
山
支
部

高
山　

久　

☎（
53
）1
6
7
2

就　

職

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支

援
・
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン

講
習
会

■
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
、
寡
婦
の
方

■
講
習
内
容

ワ
ー
ド
入
門
講
座
・
エ
ク
セ
ル

入
門
講
座
（
1
時
間
30
分
を
基
本

単
位
と
し
1
講
座
5
回
）

■
研
修
日

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分

■
開
催
期
間

平
成
26
年
3
月
末
ま
で

■
会　

場

　
栃
木
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

パ
ル
テ
ィ

■
費　

用　

受
講
料
は
無
料

■
受　

付　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭

福
祉
連
合
会

☎
0
2
8（
6
6
5
）7
8
0
1

広
告
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参男
画女
社共
会同

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
④

「
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
」

団
塊
世
代
が
60
代
半
ば
に
な
り

始
め
、
10
年
後
に
団
塊
世
代
が
後

期
高
齢
者
に
な
る
と
、
今
以
上
に

介
護
の
需
要
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
同
居
・
別
居
を
問
わ
ず

家
族
の
主
な
介
護
者
の
性
別
を
み

る
と
、
女
性
が
7
割
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
男
性
比
率
は
年
々
上
昇

し
、
介
護
を
担
う
男
性
の
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

年
代
で
は
、
50
〜
60
歳
代
が
5

〜
6
割
を
占
め
て
お
り
、
介
護
を

理
由
と
す
る
離
職
者
も
男
女
を
問

わ
ず
増
加
し
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
、
女
性
の
就
業
率
の
高
ま
り
で

共
働
き
世
帯
が
増
加
し
、
親
の
介

護
ま
で
手
が
回
ら
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
生
活
（
子
育
て
、

介
護
を
含
む
）
の
両
立
は
、
互
い

に
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
意
識

を
普
段
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
。

誰
も
が
、
仕
事
や
家
庭
生
活
な

ど
を
自
分
の
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス

で
行
え
る
よ
う
、
互
い
に
協
力
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課
☎（
40
）5
5
5
0

日
々
の
生
活
に 

【
借
金
】の
２
文
字
を 

付
け
て
は
い
け
ま
せ
ん

債
権
会
社
か
ら
の
督
促
通
知
が

あ
っ
て
も
「
ど
う
に
か
な
る
」「
ま

た
、
借
り
れ
ば
」・
・
・
こ
の
繰
り

返
し
が
「
多
重
債
務
」
の
生
活
に

陥
り
ま
す
。

「
多
重
債
務
」と
は
消
費
者
金
融

等
数
社
か
ら
借
金
を
重
ね
る
こ
と
。

自
己
判
断
せ
ず
、
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
借
金
問
題
で
毎

日
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
の
生
活
が
、

改
善
で
き
る
よ
う
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
導
い
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
る
あ
な

た
、
今
後
の
生
活
状
況
を
あ
ら
た

め
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
土
曜
日
の
相
談
は
栃
木
県
消
費

　

セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

下
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

き
ら
ら
館
は
、
入
浴
施
設
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
憩
い
の
施
設
で
あ
り
、

入
浴
施
設
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
立

ち
寄
り
湯
で
す
。

き
ら
ら
館
の
入
浴
施
設
は
、
ト

ロ
ン
浴
素
を
使
用
し
て
お
り
、
大

浴
場
で
ゆ
っ
た
り
と
湯
に
浸
れ
ま

す
。

ト
ロ
ン
温
泉
は
、
か
つ
て
、
ド

イ
ツ
で
発
見
さ
れ
た
名
湯
で
あ
り
、

そ
の
湯
を
「
ト
ロ
ン
浴
素
」
に
よ

り
再
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ロ
ン
温
泉
は
、
体
が

温
ま
り
、
腰
痛
や
神
経
痛
、
疲
労

回
復
な
ど
に
効
能
が
あ
り
、
一
般

的
に
「
痛
み
を
取
り
去
る
湯
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
の
暑
さ
を
乗
り
切
る
た
め
、

ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
日
頃
の
疲
れ

を
癒
す
た
め
、
時
に
は
お
風
呂
に

つ
か
る
こ
と
も
良
い
で
す
ね
。

ま
た
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
き
ら
ら
館
へ
出
向

い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
も

自
分
の
体
力
向
上
に
向
け
取
り
組

む
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

さ
あ
、
き
ら
ら
館
へ
足
を
運
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

再
発
見

で

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
き
」で
す

くらしの情報くらしの情報

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　

  

☎（
52
）１
１
６
８

「
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
」

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と

は
、
子
ど
も
に
直
接
向
け
ら
れ
た

言
動
で
な
く
て
も
子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
、
心
理
的
虐
待
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

暴
力
を
目
撃
し
な
が
ら
育
っ
た

子
ど
も
は
、
感
情
表
現
や
問
題
解

決
の
手
段
と
し
て
暴
力
を
用
い
る

こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
が
安
心
感
を
抱

か
せ
る
場
所
で
は
な
く
な
り
、
子

ど
も
は
緊
張
感
の
高
い
状
況
を
持

続
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
様
々
な

心
身
の
症
状
に
表
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦
間
に
留
ま
ら
ず
、

子
ど
も
の
生
活
や
心
身
の
成
長
発

達
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し

ま
い
ま
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な

間
柄
で
行
わ
れ
る
暴
力
を
Ｄ
Ｖ
と

い
い
ま
す
。
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

７ ８ ９ 10 11 12 13
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
14 15 16 17 18 19 20
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
21 22 23 24 25 26 27
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
28 29 30 31
①③ ②④ ③⑤ ④⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時から22時（内科・小児科）
土曜日 19時から22時（内科・小児科・外科）

　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日から1月3日）       
       10時から12時 13時から17時
       18時から21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎０２８－６００－００９９（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　毎日、18時から23時
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平　日　17:00 ～翌日9:00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　17:00～翌日17:00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

 9日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

16日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
17日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日
常生活でのあらゆる相談に応じて
います。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
　2・9・16日、8月6日
　（いずれも火曜日）
児童母子相談　23日㈫
法律相談　11日㈭
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
　1・8・日、8月5日
　（いずれも月曜日）
児童母子相談　22日㈪
法律相談　8月8日㈭
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
　5・12・19日、8月2・9日
　（いずれも金曜日）
児童母子相談　26日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

7
月
天平公園 赤とんぼの会

花広場 下野市商工会

8
月
天平公園

市職員組合
花広場

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　7月 31日㈬
固定資産・都市計画税 第2期
国民健康保険税（普通徴収） 第1期
介護保険料（普通徴収） 第1期
後期高齢者医療保険料（普通徴収） 第1期
国民年金保険料 6月分

　メールで気象情報（注意報・警報）や
　　　　　　　　地震情報、行政情
　　　　　　　　報、イベント情報
　　　　　　　　などを配信します。
　　　　　　　　■問い合わせ先
　　　　　　　　　総合政策課
　　　　　　　　　☎40－5550（↑携帯電話用ＱＲコード）

しもつけシティーガイドは、観光スポットから生活に役立つ情報まで、
下野の情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、
携帯電話は右のＱＲコードからアクセスしてください。

7
July

（ ）

くらしの情報

日
時13・27日㈯

場
所

南河内児童館
※27日はゆうゆう館



2
5月25日㈯国分寺公民館において、市民や議員、市職員など
総勢120人が参加した自治基本条例市民フォーラムが開催さ
れました。

4 平成26年４月採用下野市職員採用試験のご案内

5 地域で活躍している自治会長さんを紹介します

6 まちの話題

8
市町村税徴収強化月間 2013 夏
STOP! 滞納
～あなたの税が未来を拓く～

10
ひとり親家庭（母子・父子家庭等）のために

児童扶養手当
遺児手当

12

13

国民年金だより

16 保健便り

20

22

23

Let’s SPORTS

図書館Library Information

24

44

くらしの情報

国際交流員ザブリーナ・リンのコラム

今月
の

表紙

今月の何の日

７
月
１
日

郵
便
番
号
記
念
日

　

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
の
こ
の
日
、

日
本
で
郵
便
番
号
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

日
本
の
郵
便
は
１
８
７
１
（
明
治
４
）

年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
導
入
さ
れ
、
間
も
な

く
全
国
約
１
，
１
０
０
箇
所
の
名
主
が
郵

便
取
扱
所
と
な
り
ま
し
た
。
郵
便
番
号
が

振
ら
れ
る
ま
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
住
所
を

確
認
し
な
が
ら
郵
便
物
を
振
り
分
け
て
い

ま
し
た
。

　

世
界
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ソ
ビ
エ
ト

社
会
主
義
共
和
国
で
１
９
３
２
年
に
導
入

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
で
郵
便

番
号
が
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

で
は
５
ケ
タ
、
ア
メ
リ
カ
は
５
〜
９
ケ
タ
、

カ
ナ
ダ
は
英
数
字
の
６
ケ
タ
の
番
号
を
付

す
な
ど
、
国
の
事
情
に
よ
り
番
号
の
つ
け

方
は
様
々
な
よ
う
で
す
。

　

日
本
で
郵
便
番
号
が
導
入
さ
れ
た
当
初

は
３
ケ
タ
ま
た
は
５
ケ
タ
の
番
号
で
、
集

配
を
行
う
郵
便
局
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
９
９
８
年
に
は
現
在
の
７
ケ
タ
の
郵

便
番
号
が
割
り
振
ら
れ
、
大
口
事
業
所
へ

個
別
の
専
用
番
号
が
振
ら
れ
る
な
ど
、
利

便
性
と
集
配
の
効
率
化
が
増
し
ま
し
た
。

毎朝元気に「イチ、ニ、サン、シ」
ラジオから流れる声にあわせて体を動かす「ラジオ体操」。ほとんどの人が幼
少期に体験しており、教えたり教わる必要がなく、気軽に参加できるのも魅
力の一つです。ご近所の方は朝の散歩コースに大松山運動公園を加えてはい
かがでしょうか。

目次　Contents

自治基本条例ニュースレター vol.4
市民の力で─
なんてったって　あなたが主役!!
自治基本条例市民フォーラムを
開催しました！

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご存知
ですか？
ご存知
ですか？

Shimotsuke

広報しもつけ　2013.7
43



■人口と世帯（6月 1日現在）

　　人口／ 60,233 人（+23）、男性／ 29,976 人（+13）、女性／ 30,257 人（+10）、世帯数／ 22,252 世帯（+36）

国際交流

ド
イ
ツ
に
海
賊
！
？

　

皆
さ
ん
は
ド
イ
ツ
に
海
が
あ
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
あ
ま
り
ド
イ

ツ
に
海
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
で
し
ょ

う
。
で
も
北
ド
イ
ツ
に
は
世
界
自
然

遺
産
に
な
っ
た
海
も
あ
り
、
有
名
な

海
賊
も
い
ま
す
！
な
か
な
か
ド
イ
ツ

と
海
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
結
び
つ
か

な
い
の
で
、
有
名
な
海
賊
が
い
た
こ

と
は
日
本
人
に
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
海
賊
の
名
前
は
シ
ュ
ト
ル
テ

ベ
ッ
カ
ー
（Störtebeker

）
と
い

い
ま
す
。
彼
は
14
世
紀
に
生
き
た

と
言
わ
れ
、
様
々
な
伝
説
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
彼
の
生
き
た
14
世
紀
を

含
む
13
世
紀
か
ら
17
世
紀
に
か
け
て

は
、
北
ド
イ
ツ
を
中
心
に
バ
ル
ト
海

沿
岸
地
域
の
貿
易
を
独
占
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
北
部
の
経
済
圏
を
支
配
し
た

ハ
ン
ザ
同
盟
と
呼
ば
れ
る
都
市
同
盟

が
栄
え
て
い
た
時
代
で
し
た
。
ド
イ

ツ
で
は
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、

ケ
ル
ン
な
ど
が
こ
の
同
盟
に
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
シ
ュ
ト
ル
テ
ベ
ッ
カ
ー

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
に
味
方
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
掠
免
許
（
民

間
の
船
が
他
国
の
船
を
攻
撃
す
る
こ

と
を
国
が
認
め
た
免
許
）
で
も
っ
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
戦
闘
状
態
に
あ
っ

た
デ
ン
マ
ー
ク
の
船
舶
を
襲
い
、
デ

ン
マ
ー
ク
沿
岸
の
都
市
を
襲
撃
し
て

海
賊
団
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
他

の
ハ
ン
ザ
同
盟
の
船
舶
も
襲
い
、
北
海
、

バ
ル
ト
海
を
中
心
に
海
賊
活
動
を
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
気
性
の
荒
い
シ
ュ

ト
ル
テ
ベ
ッ
カ
ー
は
と
て
も
恐
れ
ら

れ
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ビ
ン

フ
ッ
ド
や
日
本
の
鼠
小
僧
の
よ
う
な

義
賊
と
し
て
の
一
面
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

シ
ュ
ト
ル
テ
ベ
ッ
カ
ー
の
伝
説

　

伝
説
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ト
ル
テ
ベ
ッ

カ
ー
は
お
酒
に
非
常
に
強
く
、
４
リ
ッ

ト
ル
の
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ
に
入
っ
た

お
酒
を
一
気
に
飲
み
干
し
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
彼
の
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

は
ハ
ン
ブ
ル
ク
市
庁
舎
に
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
１
８
４
２
年
の
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
火
の
際
に
壊
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
海
賊
」
と
い
え
ば
金

銀
財
宝
な
ど
の
お
宝
！
シ
ュ
ト
ル
テ

ベ
ッ
カ
ー
の
海
賊
団
が
逮
捕
さ
れ
た

と
き
、
船
内
に
金
・
銀
・
銅
が
た
く

さ
ん
積
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
現

在
も
そ
の
ま
ま
ド
イ
ツ
の
リ
ュ
ー
ゲ

ン
島
や
ウ
ー
ゼ
ド
ム
島
に
は
宝
物
が

眠
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
有
名
な
伝
説
は
、

１
４
０
１
年
に
あ
っ
た
彼
の
処
刑
で

す
。
彼
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
１
０
０

人
の
部
下
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、
処
刑
（
斬
首
）
の

前
に
「
斬
首
後
に
自
分
が
歩
い
た
歩

数
の
人
数
だ
け
部
下
を
助
け
て
ほ
し

い
」
と
願
い
出
ま
し
た
。
実
際
、
首

を
は
ね
ら
れ
た
後
、
11
歩
あ
る
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
局
願
い

は
果
た
さ
れ
ず
、
捕
ま
っ
た
海
賊
達

は
全
員
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
仲
間
思
い
だ
っ
た
彼
の
人
柄

を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
員
ザ
ブ
リ
ー
ナ
・
リ
ン
の
コ
ラ
ム

 
ド
イ
ツ
の
有
名
な
海
賊
っ
て
？

 
シ
ュ
ト
ル
テ
ベ
ッ
カ
ー
だ
よ
！

国
際
交
流
員
リ
ン
の
「
び
っ
く
り
〜
ン
箱
」

第
14
回

変
わ
っ
た
デ
ザ
ー
ト

　
「
ミ
ル
ヒ
ラ
イ
ス
」を

　
　
　
　
　
　
　

作
ろ
う
！

　

ミ
ル
ヒ
ラ
イ
ス
（
独M

ilchreis

）
と

い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

お
米
を
牛
乳
で
炊
き
、
シ
ナ
モ
ン
で
香
り

づ
け
を
し
た
り
、
フ
ル
ー
ツ
、
ジ
ャ
ム
な

ど
と
一
緒
に
食
べ
る
温
か
く
て
甘
い
料
理

で
す
。
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

主
食
と
し
て
食
べ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
人
に
と
っ
て

は
、
甘
い
お
米
の
デ

ザ
ー
ト
は
不
思
議
な

よ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ

一
度
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
お
口
に
合

う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、 Charenge!

■
日　

時

　

７
月
27
日
㈯
午
後
３
時

■
場　

所　

き
ら
ら
館
調
理
室

■
定　

員　

20
名

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
一
般
）

　

２
０
０
円
（
国
際
交
流
協
会
会
員
）

※
小
学
生
未
満
は
半
額
。
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
容
器

■
申
し
込
み
期
間

　

７
月
16
日
㈫
〜
25
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
安
全
課　

☎（
40
）５
５
５
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

［
 広
報
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広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎ 0285（40）5550 情報広報グループまでご連絡ください。
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